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1. 全体 構想 


1.1 提案 地方 自治 体 の 概況 、 温室 効果 ガス 排出 の 実態 、 地域 課題 等 


(1) 社会 的 ・ 地 理 的 特性 

淡路 市 は 、 津 名 郡 を 構成 する 6 町 の うち 、 津名 、 淡 路 、 北 淡 、 一 宮 、 東 浦 の 5 町 が 合併 し 、 平成 17 年 4 
月 に 誕生 し た 。 本 市 は 、 兵庫 県 の 南部 、 淡 路 島 の 北部 か ら 中 部 に 位置 し 、 東 に 大 阪 湾 、 西 に 播磨 灘 を 臨み 、 総 
面積 184.24 kW を 有 し 、 淡路 島 全 体 の 約 3 割 を 占め て いる 。 人 口 動態 は 、 平成 17 年 の 国勢 調査 49,078 
人 、17,329 世帯 か ら 、 少子 高齢 化 、 島 外 へ の 人 口 流出 等 に より 、 令 和 2 年 の 同調 査 で は 、41,967 人 、 
17,494 世帯 と 、 年 間 約 500 人 程度 の 減少 傾向 が あり 、 高齢 化 率 は 29.596075 38.896 に 上 昇 し て いる 。 

本 市 の 地形 は 、 津 名 地域 ・ 東 浦 地域 境 の 妙見 山 (標高 522m) を は じ め と し て 、 市 の 中 央 部 を 南北 に 北 淡 
LL ERU CU. 一 部 の 平野 地帯 を 除き 、 急 勾配 な 地形 が 海岸 まで 続い て お り 、 河川 は 山間 ・ 丘 陵 地 を 源流 
に まとまっ た 流域 を 有する 河川 が 少な い の が 特徴 で 、 そ の 分 、 貯水 用 の た め 池 が 数 多く 見 られ る 。 

淡路 市 の 気候 は 、 温暖 で 降水 量 の 比較 的 少な い 瀬戸 内 海 気候 に 属し て お り 、 年 間 平均 気温 は 16 て 前 後 、 
年 間 平 均 降 水量 は 概ね 1 ,400mm 前 後 と な っ て いる 。 大 阪 湾 を 望む 市 の 東海 岸 は 年 間 を 通じ て 太陽 の 光 に 
恵まれ 、 冬季 も 温暖 な 気候 と な っ て いる が 、 播磨 灘 に 面 し た 市 の 西海 岸 で は 冬季 に 強い 季節 風 が 吹き 付け る な 
C, 市 の 東西 で 気候 条件 が 異な っ て いる 。 
(2) 温室 効果 ガス 排出 の 実態 

本 市 に お ける 温室 効果 ガス 排出 量 は 、 平成 30 FET 216 F t-CO2 で あり 、 その うち 479% は 運輸 部 門 か 
ら の 排出 量 で ある 。 本 市 に 鉄 軌道 は な く 人 バス の 減 便 ・ 撤 退 な と が 続い て お り 、 市 民 の 移動 の 大 半 が 自動 車 と な っ て 
お り 、 県 及び 全国 と 比較 し て も 運輸 部 門 の 構成 比率 が 高い 特徴 が め る 。 その た め 本 市 に お いて は 、 脱 炭 素 施策 を 
実行 する に あたり 、 運輸 部 門 に つい て 特に 注力 すべ き と 捉 えて いる 。 また 、 現状 の 最終 エネ ルギー 消費 量 の うち 
249% を 占め る 電力 は 、 今後 想定 され る 熱 需要 及び 運輸 部 門 の 脱 炭 素 化 に 伴い 消費 量 の 増大 が 見 込ま れる た 
め 、 電力 消費 に 伴う 温室 効果 が ガス の 排出 を 削減 する こと が 本 市 の 脱 炭 素 化 に 不可 欠 で ある と 考え て いる 。 


淡路 市 の 部 門別 エネ ルギー 起源 CO2 排 出 量 淡路 市 の 燃料 別 最終 エネ ルギー 消費 量 
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(出所 : 総合 エネ ルギー 統計 、 都 道府県 エネ ルギー 消費 統計 、 自 動車 燃料 消費 量 調査 等 を も と に IGES 作 成 ) 
1,812 


出典 : IGES「 淡 路 市 に お ける カー ボン ニュ ー ト ラル 実現 と 地域 活性 化 に 向け た 再生 可能 エネ ルギー 導入 促進 に 係る 調査 の 概要 に つい て 」2022/02 
(3) 地域 課題 等 
① 人 口 減少 に よる 地域 経済 の 縮小 

本 市 の 人 口 は 年 間 約 500 人 程度 の 減少 傾向 で 、 そ れ に 伴い 生産 年 齢 人 口 (15~64 歳 ) の 推移 は 平成 
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17 年 か ら 令 和 2 年 に か け て 28,349 人 か ら 20,946 人 に 減少 し 、 総 人 口 に 占め る 割合 も 57.89% か ら 
49.99% と な っ て いる 。 国立 社会 保障 ・ 人 口 問題 研究 所 に よる 本 市 の 将来 推計 人 口 で は 、 令 和 22 (2040 
年 ) に は 生産 年 齢 人 口 と 高齢 者 人 口 が 同 程度 と な る 見 込み で あり 、 地域 経済 の 縮小 は も ちろ ん の こと 、 介護 サ 
ービス 等 の 社会 保障 費 が 増加 し 、 現役 世代 の 負担 が 増加 する こと が 避け られ な い 状 況 と な っ て いる 。 


EE 年 少 人 口 (0 て 14 歳 ) ーー 生産 年 齢 人 口 (15 ご 64 歳 ) ヒー 高齢 者 人 口 (65 歳 以上 ) 


57.650 56,306 54 643 v" 


51,884 


昭和 55 年 昭和 60 年 平成 2 年 平成 7 年 平成 12 年 平成 17 年 平成 22 年 平成 27 年 令 和 2 年 
3 出典 : 令 和 2 年 度 国勢 調査 


② 荒 廃 農地 と 放置 竹林 の 拡大 

本 市 の 農業 従事 者 は 平成 17 年 か ら 平成 27 年 に か け て 12,918 ADS 5,989 人 へ 、 高齢 化 と 後継 者 不 
足 に より 半減 し て いる 。 状況 改善 の た め 営 農 組織 化 、 新規 就農 者 の 受入 れ や 高 付加 価値 商品 の 開発 を 支援 し 
て いる も の の 、 本 市 に お ける 平成 30 年 の 荒廃 農地 は 238ha と 、 同 淡路 島内 の 洲本 市 55ha、 南あわじ 市 
63ha と 比較 し て 非常 に 多い 状況 と な っ て いる 。 さら に 、 荒廃 農地 の 増加 に 伴い 、 放置 竹林 が 昭和 55 年 か ら 平 
Fk, 22 年 の 間 に 544ha か ら 2,660ha と 大 幅 に 拡大 し 、 平成 22 年 に お いて は 、 淡路 市 が 1,370ha と 市 域 の 
7.49% を 占め る まで 拡大 し て いる 。 


荒廃 農地 面積 (ha) 淡路 島内 放置 竹林 面積 の 推移 (ha) 
aid - 3,000 
' 2,660 
200 2,340 
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うち 淡路 市 
100 1,370 
55 63 1,000 
50 544 
0 0 
淡路 市 洲本 市 南あわじ 市 昭和 55 年 平成 12 年 平成 22 年 
4 出典 : 淡路 市 作成 (デー タ は 平成 30 年 ) 5 出典 : 淡路 市 作成 


放置 竹林 が イノ シシ 等 の 野生 動物 の すみ か に な り 、 農業 へ の 獣 害 が 深刻 化す る 。 平成 26 年 度 か ら 令 和 元 年 
度 の 6 か 年 の 年 間 平均 で 捕獲 頭数 は 約 2,500 頭 、 被害 面積 11.4ha、 被 害 額 は 16,300 千 円 で ある 。 その 
対策 と し て 令 和 2 年 度 に は 捕獲 委託 費 50,000 千 円 、 防 護 机 設 置 助成 15,000 千 円 、 処 分 委託 費 
10,000 千 円 の 合計 75,000 千 円 を 予算 化し て いる 状況 で ある 。 さら に 、 竹 の 根 が 密集 する こと で 雨水 が 地 中 
深く まで 浸透 せ す 水源 か ん 養 機能 が 低下 し 、 土砂 災害 、 土壌 崩壊 の 危険 が 拡大 する な どの 悪影響 を 及ぼ す 。 
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これ まで 兵庫 県 淡路 県 民 局 で は 、 あ わ じ 竹林 資源 化 プ ロジ ェクト を 進め 、 平成 26 年 9 月 に 「 あ わ じ 竹林 資源 
エネ ルキ ー 化 5 カ年 計画 」 を 策定 し 、 竹林 整備 、 竹 需要 の 創出 に か か わる 施策 を 講じ て きた が 、 竹林 の 抑制 効果 
の ある 取組 み に は 至っ て いな い 。 

また 本 市 は 、 ま と まっ た 流域 を 有する 河川 が 少な く 、 農業 用 の た め 池 数 は 4,808 と 全国 で 最も 多い 。 し か し な が 
ら 、 農業 従事 者 の 高齢 化 、 耕地 面積 の 減少 に より た め 池 の 維持 管理 に は 苦慮 し て お り 、 才 朽 化 に よる 防災 面 で 
の 強化 が 求め られ て いる 。 竹 を エネ ルギー 資源 化す る こと や 、 農地 及び た め 池 等 で の 太陽 光 発 電 に よる 農業 作物 
以外 で の 所 得 の 向上 な どの 持続 可能 な 仕組 づく り が 望ま れる 。 


③ 交 通 イ ン フラ 

鉄道 が な い 淡路 島 は 公共 交通 が 脆弱 で あり 、 第 1 次 産業 で も 自動 車 を 利用 する こと が 多い 。 世帯 あたり の 自 
家用 乗用 車 保有 人 台数 の 全国 平均 が 1.043 台 に 対し て 、 淡路 市 で は 2.0 & ( 令 和 4 年 時 点 、 淡 中 市 統 
計 ) と 、 1 人 1 台 を 保有 する 地域 性 が あり 家計 を 圧迫 する 要因 と な っ て いる 。 


世帯 当たり 自動 車 保有 台数 ( 台 ) 


2.50 


2.00 
2.00 


1.50 
1.04 


1.00 
0.50 


0.00 
淡路 市 全国 平均 6 出典 : 淡路 市 作成 


また 、 先 に 述べ た よう に 本 市 に お ける 高齢 化 率 は 38.89% ( 令 和 2 年 国勢 調査 ) と 、 全国 平均 29.19% ( 令 
和 3 年 時 点 、 総 務 省 統計 局 ) を 上 回 っ て お り 、 今後 上 昇 傾向 が 見 込ま れる こと か ら も 、 高齢 者 に よる 交通 事故 
数 の 増加 が 懸念 され る 。 兵庫 県 内 に お ける 令 和 3 年 の 高齢 者 に よる 自動 車 事故 は 、 全体 の 23.89% と 非常 に 高 
く 、 高齢 化 が 著しい 本 市 に お いて は 、 特に 重大 な 問題 で ある 。 


1.2 これ まで の 脱 炭 素 に 関す る 取組 


【 取 組 名 、 事 業 名 】 
あわ じ 環 境 未 来島 構想 (平成 23 年 度 ・ 内 閣 官房 地域 活性 化 総合 特区 制度 ) 
【 取 組 主 体 、 申請 者 】 
淡路 市 、 洲 本 市 、 南 あわ じ 市 
【 取 組 の 目的 】 
市 街 地 、 農山 漁村 に 加え 、 広 大 な 未 利用 地 や 耕作 放棄 地 、 多 数 の 空き 家 ・ 遊 休 施 設 な と 地方 の 縮図 と し て 
の 要素 が 凝縮 され た 淡路 島 で 3 市 が 連携 し 新しい 持続 社会 の モデ ル を 創出 する 。 


【 取 組 の 概要 】 
成果 指標 取組 当初 淡路 島 現状 目標 
H2&B r c Hhist duiEE " 2010 2020 2050: 
sP (OADE) RORO] ARORO] 
x エネ ルギー (電力 ) 自給 率 8% 59.6% 100% 
人 Umm. IL Rispre. TERRINE Q013481) - 411.5% 実質 ゼロ 
新規 就農 者 数 36 人 / 年 65 人 / 年 80 人 / 年 
二 
再生 利用 が 可能 な 飛地 面積 521ha 346ha 261ha 
wem on 
エネ ル s m E- と 食 の 持続 r 生活 満足 度 (幸福 度 ) 45.0% 70.2% 90.0% 
E 暮らし の 持続 c —— —— T 
IU MI ENIMS EAS RUP Vd BAD (定住 人 口 + 交流 人 品 ) 17 万 4 千 人 14 万 8 千 人 16 万 8 千 人 


jOROHMKEEISROLE-RERA 


7,8 出典 : あわ じ 環 境 未 来島 構想 ホー ムペ ー ジ か 5 淡路 市 作成 

エネ ルギー 分 野 で は 2050 年 まで の 淡路 島内 電力 自給 率 10096%、 カ ー ボ ン ニ ュー トラ ル を 目標 に 、 大 規模 未 
利用 地 を 活用 し た 太陽 光 発 電 所 の 整備 や 、 バイ オマ ス の 利用 促進 、EV を 活用 し た 充 給 電 シ ステ ム の 整備 促進 
な ど に 取り 組み 、 2013 年 度 比 CO2 排出 量 の 11.59% 削 減 に 成功 し て いる 。 農 と 食 の 分 野 で は 、 新規 就農 者 
増加 の た め の 人 材 育成 や 一 次 産業 を 横断 し た 生産 振興 対策 を 行っ て いる 。 また 、 暮らし の 分 野 で は 、 医療 体制 
の 整備 や 事業 創出 の サポ ー ト な ど 、 ソフ ト 面 の 強化 に 対し て も 総合 的 に 施策 を 実行 し て いる 。 これ ら 取 組 に つい て 
内 閣府 地域 活性 化 総合 特区 事業 を 活用 中 で ある 。 

今回 脱 炭 素 先行 地域 に 含む 夢 舞 台 サ ステ ィ ナ ブル ・ パ ー ク は 、 コン パク トシ ティ づく り ・ 分 散 型 エ ネル ギー イン フラ 
整備 拠点 と し て 重点 7 地区 の 中 に 位置 付け られ て お り 、 すでに 島内 関係 者 で いち 早く 持続 可能 な 地域 づく り の 検 
討 を 進め て いる 地点 と な っ て いる 。 さら に 、 本 共同 申請 者 で ある (株 ) ほ くだ ん が 在 す る 野島 エリ ア に つい て も 農 と 福 
祉 の 人 材 育成 拠点 と し て 指定 され て お り 、 本 脱 炭 素 先行 地域 に お ける (株 ) ほ くだ ん の 取組 を 発展 ・ 横 展開 させ る 
計画 で ある 。 ーー 


Jes IC 


* 重点 7 地区 SET 
CHSEODAMBIHU. "A 
X 主 な 大 規模 太陽 光 発電 所 Yr. JEES 
: に 分 散 型 エ ネル ギー イン フラ 
T キ な 風力 発電 所 SH RBS 


BB 太陽 熱発 電 所 (実験 含 


長澤 ・ 生 


H° 
地域 資源 を 生か し た 集 


エネ ルギー と 暮らし の 自 誠 x 
人 洲本 市 中 心 市 街 地 


図 9 出典 : あわ じ 環 境 末 来島 構想 ホー ムペ ー ジ か ら 淡路 市 作成 i i 


【 取 組 名 、 事 業 名 】 
地域 新 電 力 事 業 ( 令 和 2 FE) 
【 取 組 主体 、 申請 者 】 
淡路 市 、( 株 ) ほ くだ ん 、 シン ・ エ ナジ ー( 株 ) 
【 取 組 の 目的 】 

地域 新 電力 事業 を 設立 し 、 市 内 に 存在 する 再生 可能 エネ ルギー を 買い 取り 、 市 内 施設 に 電力 小売 供給 を 行 
うこ と で エネ ルギー の 地産 地 消 、 電力 需要 の 脱 誠 素 化 を 行う 。 184t-CO2・ 年 を 削減 。 
【 取 組 の 概要 】 

淡路 市 の 第 三 セ クタ ー で ある (株 ) ほ くだ ん は 再生 可能 エネ ルギー 開発 事業 と 新 電力 事業 を 行う シン ・ エ ナジ ー 
(株 ) と 提携 し 、 令 和 2 年 に 事業 立ち 上 げ を 行っ た 。 令 和 3 年 1 月 に 淡路 市 、 シ ン ・ エ ナジ ー( 株 ) と 共同 で ゼロ カ 
ー ボ ン シ テ ィ を 表明 、 同年 4 月 より 市 の 保有 する 再 エ ネ 電 源 「 メ ガ ソ ー ラ ー 1 」 の 余剰 電力 を 買い 取り 、 市 内 施設 
へ の 供給 を 開始 し た 。 事業 初 年 度 の 電力 供給 量 は 約 7,495MWh で 、 う ち 地 域 再 エネ 電源 に よる 供給 は 
220MWh (供給 量 の 3 程度) で ある 。 今後 の 展開 と し て 、 脱 炭素 先行 地域 づく り 事業 を 含 お 、 民間 に 対し て 
の 自家 消費 型 の 太陽 光 発 電設 備 の 導入 (PPA 事業 ) を 計画 し て いる 。 本 事業 の た め ( 株 ) ほ くだ ん で は 電力 事 
業 の 専用 人 材 と し て 1 名 を 充て 、 また シン ・ エ ナジ ー( 株 ) か 5 現在 2 名 を 事業 体制 づく り 支援 と し サポ ー ト し て い 


x: sa ほ く だ ん | 
A. 市 内 で 生ま れる 電力 の 地産 地 消 を 実現 
P 1rd e 必 益 の 一 部 は 市 内 の 事業 に 押 元 し 経済 価 環 
= 淡路 市 庁 (2ookw) 
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淡路 市 


再生 可能 エネ ルギー 地域 の 災害 子育て 支援 交通 イン フラ 
の 創出 レジ リエ ンス の 向上 ur の 整備 (EV 化 ) 
10 出典 : 淡路 市 報道 資料 


【 取 組 名 (事業 名 ) 】 
脱 炭 素 イ ノ ベ ー シ ョ ン に よる 地域 循環 共生 圏 構築 事業 「 淡 路 市 に お ける 地域 の 再 エネ 自給 率 向 上 や レジ リエ ンス 
強化 を 図る 自立 ・ 分 散 型 地域 循環 エネ ルギー シス テム 構築 事業 」( 令 和 3 年 度 ・ 環 境 省 ) 
【 取 組 主 体 、 申請 者 】 
シン ・ エ ナジ ー( 株 ) 
【 取 組 の 目的 】 

本 市 役所 と その 近隣 施設 に カー ポー ト 型 の 太陽 光 発 電設 備 と 大 型 区 電池 お よび 可 搬 型 区 電池 を 導入 し 、 地 
域 脱 炭 素 化 及 び レ ジリ エン ス の 向上 を 図る も の 。 本 事業 は 、 実装 前 の 計画 策定 事業 に あたる 。 
【 取 組 の 概要 】 

本 市 役所 、 防 災 あ ん し ん セン ター、 北 淡 震 災 記 念 公園 の 駐車 場 を 利用 し た カー ポー ト 型 太陽 光 発 電設 備 と 蓄 
電池 を 実装 する 計画 策定 を 行う 。 導入 予定 の 太陽 光 発 電設 備 出力 は 合計 で 800kW で あり 、 供給 対象 の 施 
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設 需要 量 の 659% を 再 エ ネ で 賭 う こと が 可能 。 これ に より 脱 大 素 化 と レジ リエ ンス 強化 が 同時 に 実現 し 、 災害 時 は 
E V や 電動 バイ ク な と で 再 エ ネ か ら 充 電 さ れ た 可 搬 型 蓄電 池 を 避難 所 な と ヘビ スト ン 輸 送 する こと で 、 平常 時 ・ 災 
害 時 共に 再 エネ 電源 の 最大 限 活 用 が 可能 と な る 。 CO 2 排出 削減 効果 は 566.53t-CO2・ 年 。 ス キー ム は (株 ) 
ほ く だ ん に よる PPA 事業 を 予定 し て いる 。 


【 取 組 名 、 事 業 名 】 
地域 脱 炭 素 実 現に 向け た 再 エネ の 最大 限 導入 の た め の 計 画 づく り 支 援 事業 ( 令 和 3~ 4 年 度 ・ 環 境 省 ) 
【 取 組 主 体 、 申請 者 】 
淡路 市 、( 公 財 ) 地 球 環 境 戦略 研究 機関 
【 取 組 の 目的 】 

ゼロ カー ボン シテ ィ の 実現 に 向け て 、 屋根 上 ・ 農 地 ・ た め 池 等 へ の 太陽 光 発 電導 入 促進 エリ ア を 設定 し 、 ゾー ニ 
ング に お ける 合意 形成 を 図る も の 。 
【 取 組 の 概要 】 

地域 の 温室 効果 ガス 排出 量 や 再 エ ネ ポ ボテ ン シ ャ ル に 関す る 基礎 情報 を 調査 し 、 地域 特性 を 踏ま えた 2050 年 
の 温室 効果 ガス 排出 量 の 推計 を 行う 。 ヒ アリ ング 等 を 通し て 合意 形成 の 課題 抽出 ・ ゾ ー ニ ング を 行い 、 促進 エリ ア 
を 設定 する 。 再 エ ネ 導 入 ポ テン シャ ル 量 を 拓 に 関係 者 と 協議 を 行い 、 今後 の 再 エ ネ 導入 目標 と 脱 炭 素 ロ ー ド マッ プ 
を 作成 し 、 本 市 の 脱 炭 素 化 の 述 と な る 計画 を 策定 する 。 本 事業 の 中 で 、 脱 談 素 先行 地域 へ 供給 予定 の 、 市 内 
た め 池 や 農地 で の 再 エネ 電源 開発 の 実現 に 向け た 協議 体 を 確立 し 、 合意 形成 まで 行う 。 


【 取 組 名 (事業 名 ) 】 

分 散 型 エ ネル ギー イン フラ プロ ジェ クト 「 夢 舞台 サス ティ ナブ ル ・ パ ー ク 」 創 造 事 業 (平成 26 年 度 ・ 総 務 省 ) 
【 取 組 主体 、 申請 者 】 

淡路 市 、 国際 航 業 (株 ) 

【 取 組 の 目的 】 

「 あ わ じ 環境 未来 島 構想 」 の も と 、 夢 舞 台 サ ステ ィ ナ ブル ・ パ ー ク に お ける 分 散 型 エ ネル ギー イン フラ の マス ター プラ 
ン を 作成 し 、 脱 炭 素 化 に 真 献 する 。 

【 取 組 の 概要 】 

夢 舞 台 サ ステ ィ ナ ブル ・ パ ー ク で 、 分 散 型 エ ネル ギー イン フラ を 備え た コン パク トシ ティ の 実現 を 行う 計画 策定 事 
業 。 同 パ ー ク 内 の エリ ア 分 類 (まち づく り 方 針 、 企業 誘致 方 針 ) を 設定 、 分散 型 エ ネル ギー 導入 の ケー ス 調 査 を 
行い 、 電力 ・ 熱 需要 量 の 調査 、 地域 エネ ルギー 会 社 に よる 電源 供給 スキ ー ム と ファイ ナン ス 調 査 を 完 了 し て いる 。 
当時 「 地 域 エ ネル ギー 会 社 」 と され て いた 事業 体 の 役割 は (株 ) ほ くだ ん が 担う 予定 で ある 。 


【 取 組 名 (事業 名 ) 】 
あわ じ メ ガ ソ ー ラ ー1[ 地 域 グ リー ン ニュ ー デ ィ ー ル 基金 」 を 活用 し た 兵庫 県 に よる 「 環 境 保全 基金 」 (平成 21-23 
年 度 ・ 環 境 省 ) 

【 取 組 主体 、 申 請 者 】 

淡路 市 、 兵 庫 県 


【 取 組 の 目的 】 
太陽 光 発 電設 備 を 導入 し て 本 市 役所 等 に 供給 を 行い 、 脱 談 素 化 に 頁 献 する 。 708.16t-CO2・ 年 削減 。 
【 取 組 の 概要 】 


環境 省 が 創設 し た 「 地 域 グ リー ン ニ ュー ディ ー ル 拓 金 」 を 活用 し 、 約 1.9ha の 土地 に 1MW 相当 の 太陽 光 発電 
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設備 「 あ わ じ メガ ソー ラー 1 」 を 設置 し た 。 淡路 市 が 所 有する 3 施設 へ 電力 を 供給 し て いる 。 経済 産業 省 の FIT 
制度 が 始ま る 前 の 事業 で 10 年 間 の 固定 価格 買取 制度 で あり 、 現在 は 期間 終了 し て いる た め 環 境 価値 を 持つ 
再 エネ 電源 と な っ て いる 。 余剰 電力 は (株 ) ほ くだ ん が 買取 を 行い 、 他 需 要 へ 再 エネ 電力 供給 を 行っ て いる 。 


1.3 2030 年 まで に 目指 す 地域 脱 炭 素 の 姿 


(1) 目指 す 地 域 脱 炭素 の 次 : 日 本 版 シ ュ タ ッ ト ベ ルケ に よる 地域 課題 解決 x 脱 談 素 化 

令 和 3 年 4 月 に 本 市 、 第 3 セク ター、 民間 企業 が 連携 し た 、 兵庫 県 内 初 の 地域 新 電力 事業 を 開始 し た 。 
公共 施設 へ の 電力 供給 は 既に 行っ て お り 、 合 意 形成 の 観点 か ら も 今後 市 内 調整 に よっ て 脱 炭 素 化 を 進捗 で きる 
見 込み で ある 。 地域 、 市 民 に 資す る 民間 脱 炭 素 化 を いか に し て 行う か が 重要 で ある 。 脱 談 素 先行 地域 づく り 事 業 
を 活用 し て 、 (株 ) ほ くだ ん で PPA モデ テル 太陽 光 発 電 事 業 、 単独 で は 収益 性 が 低い 竹 資 源 を 活用 し た バイ オマ ス 
事業 、EV 導入 事業 、 そ の 他 公 益 的 な サー ビス を 実施 拡大 し 、 2030 年 に エネ ルギー 事業 を 基軸 と する 地域 ソー 
シャ ルビ ジネス を 展開 する 日 本 版 シ ュ タ ッ ト ベ ルケ 、 市 民 ま ち づ く り 会 社 へ 進化 させ た いと 考え て いる 。 

この 取組 に より 、 エ ネル ギー の 地産 地 消 に よる 自立 化 、 強 萌 化 、 経 済 的 に 安定 化し 、 持続 可能 な まち づく り が 実 
現す る こと で 、 本 市 の コン セプト で ある 、 住む 人 、 地元 か ら 離れ た 人 、 訪れ た 人 が 住み た く な る 「 い つか きっ と 帰り た く 
な る まち づく り 」 を 目指 す 。 また 、 淡路 島 は 市 街 地 や 農地 な と の 地方 の 縮図 と し て の 要素 が 凝縮 され て いる こと か ら 
国 か ら 地 域 活性 化 総合 特区 と し て 指定 され て お り 、 本 市 で の 取組 が 広く 拡散 ・ 横 展開 され る 見 込み で ある 。 


先行 エリ ア を 中 心 に 、 REIR RETI IVERNE 
・ZEB Ready 标准 化 
・ ス ペー ス 有 効 活 用 太陽 光 発 電 
・ 薔 電 /【-M" 77^ /EV/V2X 


SEG 

947417 M] 
脱 炭 素 先 行 地 域 づ くり 事業 、 
重点 対策 加速 事業 モデ ル か ら 
市 内 で の 脱 庶 素 ド ミノ 


"Ari 45 
e» esc this (OS 
重点 対策 加速 化 事業 の 活用 
2050 市 内 、 鳥 内 脱 炭 素 ドミ ノ 
市 内 全域 に モデ ル を 波及 


淡路 市 セロ カー ボン 達成 へ 
11 出典 : 淡路 市 報道 資料 


市 内 全域 の 電力 消費 量 の 約 119% を 占め る 脱 炭 素 先 行 地 域 に お いて は 、 2030 年 以降 の 市 内 普及 を 見 据 
A. 多様 な 業種 ・ 形 態 を 含 お 、 モデ ル 性 を 追求 し た 取組 み を 展開 する 。 地域 新 電力 の (株 ) ほ くだ ん で 、 脱 炭素 先 
行 地 域 づく り 事 業 ・ 重 点 対策 加速 化 事 業 を 活用 し な が ら 再 生 可 能 エ ネル ギー の 開発 ・ 供 給 を 展開 する 。 具体 的 
に は 、 自家 消費 型 の 太陽 光 発 電 ・ 蓄 電池 の 普及 に より 電力 の 自給 率 を 高め 、 不足 分 に つい て は 市 内 の 耕作 放 
棄 地 ・ た め 池 ・ 住 宅 屋根 等 に 設置 され た 地域 貢献 型 の 太陽 光 発電 に よっ て 電力 供給 を 行う 。 熱 需要 で も ヒー ト ポ 
ンプ 給湯 器 の 導入 、 運 輸 部 門 で も EV の 導入 を 行い 、 電力 需給 に お ける 和 柔軟 性 確保 の た め の 調 整 力 と し て 活用 
する 。 化石 燃料 の 代替 材料 に は 地域 責 献 型 の 竹 チッ プ を 導入 で きる よう 、 モデ ル 確 立 を 2 か 所 で 行う 。 


(株 ) ほ くだ ん を 活用 し 、 脱 誠 素 先行 地域 に お ける 先導 的 モデ ル の 確立 と あわ せ て 、 その 他 地 域 に お いて も 、 特に 
住宅 や 工場 等 の 屋根 上 の 自家 消費 型 の 太陽 光 発 電導 入 を 進め て いく 。 また 、 農業 者 や 学校 ・ 商 工 会 等 の 地域 
団体 を 対象 に 先行 地域 の 視察 研修 な ど を 行い 、 脱 談 素 先行 地域 に お ける 取組 の 横 展 開 を 見 据え て 市 民 の 理 
解 醸成 を 行う 。 

こう し た 取組 み の 結 果 、 市 内 に お ける 温室 効果 ガス の 削減 が 48% 削 減 さ れる と 同時 に 、 地域 課題 の 解消 が 図 
られ て いる 姿 を 目指 す 。 すなわち 、 竹林 に つい て は 適切 な 整備 が 行わ れる よう に な り 、 獣 害 や 土砂 災害 が 抑止 さ 
れ 、 景観 も 保全 され る 。 交通 イン フラ に つい て も 電気 自動 車 の シェ アリ ング や 維持 管理 費用 の 低減 な と ど に より 利便 
性 が 向上 し 、 利用 者 の 維持 管理 費用 の 負担 が 軽減 され る 。 さら に 、 耕作 放棄 地 に 一 定数 の ソー ラー シェ アリ ング 
が 導入 され る こと で 、 新規 就農 者 が 増加 し 、 耕作 放棄 地 の 増 加 率 が 抑制 され る 。 また 、 た め 池 の 維持 管理 の た め 
に 太陽 光 発 電 の 収益 を 活用 する こと で 、 管理 者 の 負担 が 軽減 し た め 池 の 多面 的 機能 が 発揮 され る よう に な る 。 


(2) 脱 大 素 先行 地域 の 概要 

本 市 の 脱 炭 素 先行 地域 の コン セブ ト は 、 市 に お ける 今後 の 脱 誠 素 化 と それ に 絡め た 公益 事業 を 民間 波及 させ 
る た め の モ デル 確立 で ある 。 その た め 本 エリ ア 内 の 最終 需要 家 の 過 半数 を 民間 で 構成 し て いる 。 本 エリ ア 周 辺 は 国 
の 総合 特区 制度 を 活用 し た 「 あ わ じ 環境 未来 島 構想 」 の 重点 地区 と し て 指定 され て お り 、 多数 の 企業 が 進出 展 
開 を 行う な ど 市 内 外 認知 性 も 高く 、 市 内 脱 誠 素 化 を 行っ て いく に あたり 大 き な が 影響 力 を 持つ 。 さら に 、 地域 特色 か 
つっ 課題 で ある 竹 ・ た め 池 の 有効 活用 に つい て も 、 市 と し て 中 長期 的 に 解決 を 図る も の で あり 、 脱 談 素 化 に も 有用 で 
ある こと か ら 、 先行 地域 の 取り 組み の 中 で 課題 解決 と の 両立 実装 を 目指 す 。 夢 舞 台 サ ステ ィ ナ ブル ・ パ ー ク と その 周 
辺 需要 と 、 市 内 た め 池 で 脱 誠 素 先行 地域 を 構成 する 。 取組 の 軸 は 、4 点 で ある 。 
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[ZEB Ready 標準 化 】 令 和 5 年 度 ~ 

脱 炭 素 先行 地域 内 で は 現在 区 画 整備 を 進め て お り 、 今後 複数 の 施設 が 新設 予定 で ある 。 新た に 建設 する 施 
設 に 対し て は 、 脱 炭 素 化 実現 の た め の 基 準 と し て ZEB Ready を 設定 する 方 針 で ある 。 夢 舞 台 サ ステ ィ ナ ブル ・ パ 
ー ク 内 の 事業 者 に つい て は これ まで 例外 な く 本 市 が 主導 する 「 夢 舞台 サス ティ ナブ ル ・ パ ー ク 創造 委員 会 」 に 参加 し 
て お り 、 令 和 4 年 4 月 の 同 委員 会 で 合意 形成 を 図る 。 新た に 進出 する 事業 者 に 対し て は 、 土 地 売却 の 公募 要 
件 等 に 条件 と し て ZEB Ready を 組み 込む こと で 実現 する 。 
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【 ス ペー ス 有 効 活用 太陽 光 発 電 】 4354 年 度 ~ 

豊富 な 日 射 量 を 活か し た 太陽 光 発 電設 備 の 導入 を 行う 。 特に 、 脱 炭 素 先行 地域 内 に 多く 存在 し て いる 駐車 
場 、 た め 池 、 農地 な ど 、 新た に 土地 開発 を 行う こと が な い 、 スペ ー ス を 有効 活用 で きる 太陽 光 発 電 を 展開 する 。 
PPA 事業 を 計画 し て お り 、 金融 機関 を 含め パッ ケー ジ 化 を 行い 展開 する 。 

蓄電 / ヒ ー ト ポン プ /EV/V2X】 令 和 7 年 度 ~ 

蓄電 池 の 設 置 、 ガ ス 給 湯 器 の ヒー ト ポ ン プ 代 替 、 ガソリン 車 の EV 代替 を 行う 。 蓄電 池 と ヒー ト ポ ン プ は 、 太陽 光 
発電 設備 か 5 需要 施設 へ の 供給 に あたっ て 余剰 と な る 昼 の 時 間 帯 に 稼働 する こと で 、 エ リア 内 再生 可能 エネ ル ギ 
ー の 最大 限 導入 に 貢献 する うえ 、 レ ジリ エン ス の 観点 で も 系 続 に 依存 せ ず 有効 で わる 。 EV は 、 カ ー ボ ー ト 型 太陽 
光 発 電 、V2X と 組み 合わ せる こと で 、 平日 駐車 中 や 休日 を 中 心 に 鞭 電池 と し て エネ ルギー マネ ジメント 運用 に 活 
用 で き 、 商社 等 と 連携 を 図り な が ら 次 世代 の モビ リティ イン フラ の 構築 を 模索 する 。 
【 竹 ボイラ 】 令 和 6 年 度 ~ 東浦 花 の 湯 、 聖 隷 淡路 病院 

熱 供給 用 ボイラ の バイ オマ ス 燃 料 代替 (カー ボン ニュ ー ト ラル ) を 行う 。 本 市 地元 竹 を 活用 し た バイ オマ ス 事 業 
CU, 出口 を 用 意 す る こと で 竹 の 収 集 伐採 の 価値 を 向上 させ 、 放置 竹林 の 減少 を 図る 。 竹 用 の ボイラ に つい て は 、 
日 本 で の 実装 例 こ そ 少 な いも の の 、 竹 に 近い 成分 構成 で ある 植物 の バイ オマ スポ ボイラ が デン マー ク に て メジ ャ ー 普 及 
し て いる こと か ら 、 同国 メー カー と 連携 体制 を 密 に と り 事 業 実装 を 図る 。 


(3) 改正 温 対 法 に 基づく 地方 公共 団体 実行 計画 の 策定 又は 改定 
【 事 務 事 業 編 】 

現行 の 計画 に つい て は 平成 31 年 度 か ら 令 和 5 年 度 ま で と な っ て お り 、 こ れ を 令 和 5 年 度 に 改定 し 、 計画 期 
間 を 令 和 6 年 度 か ら 令 和 10 年 度 と する 予定 で ある 。 定め る 目標 に つい て は 、 兵庫 県 と 同様 に 2030 年 度 に 
489 削 減 (2013 年 度 比 ) と する 。 取組 と し て は 、 市 公共 施設 で の 自家 消費 型 PPA の 活用 、 施設 の 統廃合 
等 に よる 効率 化 ・ 省 エネ 化 、 公用 車 の EV 化 、 バイ オマ ス 資 源 で ある 竹 を 活用 し た 熱 利用 を 挙げ る 。 

【 区 域 施策 編 】 

令 和 7 年 度 に 新た に 策定 し 、 計画 期間 を 令 和 7 年 度 か ら 令 和 11 年 度 と する 予定 で ある 。 定め る 目標 に つ 
いて は 、 兵庫 県 と 同様 に 2030 年 度 に 48% 削 減 (2013 FEH) tL, 国 の 基準 で ある 469% を 超え る 数 値 
を 定め る 。 取組 と し て 、 戸 建 住 宅 ・ 事 業 所 屋根 上 、 駐 車場 、 農地 、 た め 池 で の 太陽 光 発電 (PPA) 事業 、 バ イ 
オマ ス 資 源 で ある 竹 を 活用 し た 熱 利用 を 挙げ る 。 令 和 3 年 度 の 「 地 域 脱 炭 素 実現 に 向け た 再 エ ネ の 最大 限 導入 
の た め の 計 画 づく り 支 援 事業 」 で は 、 令 和 5 年 3 月 の 脱 炭 素 ロ ー ド マッ プ 公 表 を 目標 に し て いる 。 81MW 分 の 太 
陽光 パネ ル 設 置 可能 箇所 の ゾー ニン グ を 進め て いる た め 、 区 域 施策 編 の 実現 可能 性 の 上 昇 が 期待 され る 。 


(4) 改正 温 対 法 に 基づく 促進 区 域 の 設定 方 針 
脱 談 素 先行 地域 と し て エリ ア 指定 する も の の うち 、 淡路 市 夢 舞 台 サ ステ ィ ナ ブル ・ パ ー ク 及び た め 池 を 促進 区 域 
と し て 設定 する 。 


(5) 2050 年 まで に 目指 す 地 域 脱 炭素 の 次 

2030 年 まで の 脱 誠 素 先行 地域 で の 取組 を ベー ス に 、 (株 ) ほ くだ ん は 電力 を 基軸 と し た 地域 ソー シャ ルビ ジネス 
を 展開 する 日 本 版 シュ タッ ト ベ ルケ 、 市 民 ま ち づ く り 会 社 と な る 。 行政 、 地 域 、 金融 機関 、 市 内 外 の 民間 企業 と 現 
段階 で も 連携 体制 が 構築 され て いる こと か ら 、 これ まで の 取組 を 2030 年 以降 市 内 に 横 展開 し 、 駐車 場 、 戸 建て 
及び 事業 所 等 の 屋根 上 、 農地 、 た め 池 等 へ の 太陽 光 発 電導 入 と 熱 需 要 へ の 竹 チ ッ プ ボイラ 導入 を 行い 、 市 全体 
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で の ゼロ カー ボン を 実現 させ る 。 この 脱 誠 素 の 取組 に よっ て 、 2050 年 に は 放置 竹林 の 完全 解消 で 獣 害 被害 が 減 
少し 、 獣 害 対策 と し て 予算 化し て いた ネガ ティ ブ な 農政 コス ト を ポジ ティ ブ な コス ト に 転換 する 。 太陽 光 発 電 と の 組 

み 合 わせ に より 農地 、 ため池 が 再生 され 、 農業 所 得 の 安定 及び 売 電 収 入 等 の 地域 所 得 が 向上 する 。 エネ ルギー 
を 基軸 に 地域 経済 を 好 循 環 さ せ 、 脱 大 素 を 活用 し た 地域 資源 循環 型 ロ ー カ ル SDG s 社会 を 目指 す 。 


淡路 市 の BAU 及 び 対 策 シ ナリ オ に お ける 部 門別 エネ ルギー 起源 CO2 排 出 量 
(2030 年 及び 2050 年 、 推 計 値 、 電 力 排出 係数 変化 な し ) 


250 


150 


100 


2018 2030 2050 


14 
出典 : IGES「 淡 路 市 に お ける カー ボン ニュ ー ト ラル 実現 と 地域 活性 化 に 向け た 再生 可能 エネ ルギー 導入 促進 に 係る 調査 の 概要 に つい て 」2022/02 
数 値 面 で は 、 EV の 導入 、 熱 需要 の 電化 ・ バ イオ マス 導入 、 そ の 他 省 エネ な ど 脱 誠 素 先行 地域 で の 取組 横 展 
開 に より 、 人 口 減 に よる 排出 量 減少 に 加え て 309% 程 度 の CO2 排出 量 削 減 を 見 込ん で いる 。 加え て 、81MW 
程度 の 再生 可能 エネ ルギー 電源 の 追加 導入 と (株 ) ほ くだ ん を 介し た 電力 の 地産 地 消 に より 、 ゼロ カー ボン を 達成 
する 。 再生 可能 エネ ルギー 電源 の 内 訳 と し て は 、 脱 誠 素 先行 地域 で スキ ー ム を 確立 する た め 池 ・ 農 地 へ の 太陽 光 
発電 導入 と 、 住宅 ・ 事 業 所 等 へ の 自家 消費 型 太陽 光 発 電 の 導入 と を 見 込ん で いる 。 


I 再 エ ネ の 追加 導入 量 キト ン エネ ルギー 起源 CO02 正 味 排出 量 
250 
300 
200 e 
i E 
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38 | 
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150 50 
100 
0 * 
50 -50 
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2018 2030 2050 2018 2030 2050 


時 新規 太陽 光 発電 (10kW 以 上 ) 対策 後 CO2 排 出 量 


u 陽光 発電 (10kW 未 満 ) 


15 
出典 : IGES「 淡 路 市 に お ける カー ボン ニュ ー ト ラル 実現 と 地域 活性 化 に 向け た 再生 可能 エネ ルギー 導入 促進 に 係る 調査 の 概要 に つい て 」2022/02 
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2. 脱 炭 素 先 行 地 域 に お ける 取組 


2.1 対象 と する 地域 の 概況 (位置 ・ 範 囲 、 エ ネル ギー 器 要 家 の 状 況 ) 


(1) 位置 ・ 範 囲 (詳細 は 別紙 1、2 、 3 で 記載 ) 
16 淡路 市 全体 図 と 脱 炭素 先行 地域 


先行 地域 内 ”需要 家 


プラ イミ クス 社 社宅 
新設 ・ サ テラ イト 大 学 
新設 ・ パ ソナ グル ー プ 


AIE 国 际 高 术 


市 営 南 弟 崎 団地 

プラ イミ クス 

オリ エン タル 製靴 製靴 工場 
イレ ブン イン ター ナシ ョ ナル 1 | シー ト 縫 製 第 一 工場 | 別紙 1 
イレ ブン イン ター ナシ ョ ナル 2 | シー ト 縫 製 第 二 工場 


民生 部 門 画 本 宗 


Rib SE 


別紙 2 : 東浦 花 の 湯 (H) と AIE 国際 高校 (1) 別紙 1 : 夢 舞 台 サ ステ ィ ナ ブル ・ パ ー ク (ACG、 KO) と 市 営 南 鵜 崎 団 地 (J) 


脱 誠 素 先行 地域 内 の 需要 家 の 過 半数 が 民間 事業 者 で 、 夢 舞 台 サ ステ ィ ナ ブル ・ バ パー ク 内 に 位置 し て いる 。 こ の 一 
帯 は 、 関西 国際 空港 等 へ の 埋立 の た め 山 を 削っ た 土 取 跡 地 を 再生 する た め 整備 さ れ た も の で 、 平成 12 年 に 淡路 花 
博 ジ ャ パン フロ ー ラ 2000 が 開催 され た 淡路 島国 際 公 園 都 市 で ある 。 同 バ パー ク は 平成 24 年 度 よ り 内 閣府 総合 特区 
制度 重点 地域 と し て 指定 され 、 そ の 土地 に つい て 整備 中 で あり な が ら 、 平成 26 年 に 総務 省 分 散 型 エ ネル ギー イン フ 
ラプ ロジ ェクト を 活用 し 、 分 散 型 電源 や 竹 資源 を 活用 し た エネ ルギー 持続 可能 性 を 調査 済 で ある 。 

パー ク 内 は コン バク トシ ティ 構想 を 掲げ 、 総 合 病院 や 福祉 施設 、 企 業 の 集積 が 図ら れ 、 次 世代 の まち づく り 、 持続 可 
能 な 地域 デザ イン の 先進 地 へ と 歩み を 進め て いる 。 本 市 で は 平成 19 年 以降 市 外 か ら 31 社 を 誘致 し て いる が 、 同 パ 
ー ク 内 だ け で 5 社 誘致 し て お り 、 雇用 の 創出 や 定住 人 口 の 増加 に よる 地域 活性 化 の 中 心地 に 位置 付け て いる 。 アフ 
ター コロ ナ や 災害 時 の リス ク 分 散 の 観点 か ら 、 本 社 機能 の 地方 移転 や サテ ライ ト オ フ ィ ス の 導入 を 検討 する 企業 の ニー 
ズ を 把握 し 、 積極 的 な 誘致 活動 を 展開 する こと で パソ ナグ ルー プ が 同 パー ク 内 に 淡路 本 社 等 を 建設 する こと が 決定 し 
た 。 計画 する 建物 は ZEB Ready で あり 、 (株 ) ほ くだ ん と の 連携 も 計画 され て いる 。 同 グ ルー プ は 令 和 7 年 開催 大 
阪 ・ 関 西 万 博 に 民間 パビリオン を 出展 する が 、 同 パー ク を 万 博 サ テラ イト エリ ア と し て 認知 付け る こと で 、 今後 も 地域 経 
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済 の 活性 化 、 持続 可能 性 の 発信 と 多様 な 交流 人 口 ・ 定 住人 口 の 創出 が 見 込ま れる 。 


で ペニー 


17 夢 舞 台 サ ステ ィ ナ ブル ・ パ ー ク の 将来 イメ ー ジ 
ze e ン ン 出典 : パソ ナグ ルー プ 報 道 用 資料 より 抜粋 
また 同 パ ー ク と 同じ く 東 海岸 に 位置 する AIE 国際 高校 は 、 本 市 が 県 立 洲本 実業 高校 東浦 分 校 跡 に 誘致 し 、 F 
成 25 年 度 に 内 閣府 の 教育 特区 制度 を 活用 し て 開校 し た 、 株 式 会 社 立 の 広域 通信 制 ・ 単 位 制 高校 で ある 。 平成 
29 年 に は 通信 制 高校 と し て 全国 初 と な る 、 海外 大 学 進学 の た め の 人 バカ ロレ ア 人 資格 と 日 本 の 高校 卒業 資格 の 双方 を 
取得 で きる コー ス を 設置 し 、 毎年 アメ リカ を 中 心 に 海外 の 大 学 へ 卒業 生 を 募 出 し て いる 。 同 校 は 、 サス ティ ナブ ル ・ パ ー 
ク か ら ほ ど 近 い 場 所 に あり 、 神戸 か ら の 高速 バス の アク セス が 良い こと か ら 、 f 559% が 島 外 か ら 通 学 し 、 国際 人 材 の 育 
成 の 拠点 と な っ て お り 、 脱 炭 素 化 モデ ル の 発信 展開 を 見 込ん で いる 。 
加え て 同 パ ー ク に 隣接 する 国営 明石 海峡 公園 、 市 営 南 弟 崎 団地 に つい て 景観 に 配慮 し た 国際 公園 都市 と し て 、 コ 
ン パ クト シテ ィ 型 の 脱 炭 素 モ デル を 推進 する た め 対 象 エ リア と し て 選定 する 。 
また 本 市 に お ける 地域 特性 と し て 、 地域 課題 で も 記載 し た よう に 、 農業 従事 者 は 高齢 化 、 後 継 者 不足 等 に より 平 
成 17 年 か ら 平成 27 年 の 10 年 間 で 半減 し て いる 状況 で ある 。 この こと か ら 農 地 の 十 分 な 管理 が で きず 、 荒廃 農地 
の 増加 、 農業 水利 で ある た め 池 の 維持 が 非常 に 深刻 化し て いる 。 また 、 荒廃 農地 の 増加 に 伴い 、 竹林 の 拡大 が 著 し 
く 、 竹林 は イノ シシ の すみ か と な る こと か ら 、 農作物 の 獣 害 被害 に 悩ま され 、 本 市 も 、 獣 害 対策 を する も の の 解消 に は 至 
っ て いな い 。 本 計画 で は 、 拡大 する 放置 竹林 、 全国 で 最も た め 池 が 多い こと を 脱 上 炭 素 に 活用 する こと で 、 里山 型 の 脱 
炭素 モデ ル を 構築 する 。 既に 市 内 で 竹 の 伐採 及び チッ プ 化 を 事業 化し て いる 林業 家 と 連携 し 、 竹 の 伐採 に 取り 組む 。 
放置 竹林 を 解消 し 、 荒廃 農地 の 再生 を 行い 、 あ わせ て 大 陽光 発電 導入 の モデ ルケ ー ス を つく る 。 農地 の 再生 に 伴い 、 
必然 的 に た め 池 の 管 理 も 行き 届く よう に な り 、 た め 池 に も 太陽 光 発 電 の 導入 を 進め る 。 また 、 伐採 し た 竹 は 、 チ ッ プ 化し 
バイ オマ ス ボ イ ラ に 活用 する な ど 、 地域 資源 を 活用 し た 好 循 環 里山 再生 に 向け た モデ ルケ ー ス を 進め る 。 また 、 近年 の 
自然 災害 に お いて 、 た め 池 の 被害 が 顕著 と な っ て お り 、 維持 管理 が 行き 届く こと で 、 市 民 の 安心 ・ 安 全 に も 寄与 する 。 
た め 池 に つい て は 、 今年 度 か ら 令 和 4 年 度 に か け て 、 ゾー ニン グ 調 査 を 行っ て いる と ころ で あり 、 今後 、 水利 者 及び 
地権 者 と の 合意 形成 を 図る こと か ら 、 堤 長 40m 以上 か つ 堤 高 が 判明 し て いる 分 に つい て 今回 対象 エリ ア と し て 選定 
dé. 東浦 花 の 湯 に つい て は 同じ く 東 海岸 に 位置 する 温浴 施設 で あり 、 竹 ボ イラ 導入 先 と し て ポテ ン シ ャ ル が 高く 、 市 
内 へ モデ ル 提 示 を 行う た め に 本 地 で の 実証 が 必須 と 位置 付け て お り 、 今回 対象 エリ ア と し て 選定 する 。 
上 記 の と お り 本 計画 に お いて 、 コン パク トシ ティ 型 及び 里山 型 の 脱 炭 素 ハ イブ リッ ドモ デル に より 、 地域 課題 の 解決 及 
ひび 地域 活性 化 に つなげ け 、 全国 へ 横 展 開 し や すい 取組 と する 。 


(2) エネ ルギー 需要 家 の 状 況 

脱 炭 素 先行 地域 内 の 需要 家 は 全 15 件 で 、 民生 部 門 と 産業 部 門 を 合わ せ た 年 間 の CO2 排出 量 は 9,633t で 
ある 。 これ は 、 淡路 市 全体 に お ける 民生 部 門 と 産業 部 門 の 合計 114,480t の 8.49% に 相当 する 。 こ の うち 、 83% に 
あたる 7,992t が 民生 部 門 、 179% に あたる 1,641t が 産業 部 門 の エネ ルギー 需要 家 に よる も の で ある 。 こ の 7,992t 
は 、 淡路 市 全体 の 民生 部 門 の 10.396 を 占め る 量 で ある 。 
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脱 炭 素 先行 地域 内 と 淡路 市 全体 CO2 排 出 量 (t-CO2・ 年 ) 、 脱 炭素 先行 地域 内 CO2 排 出 量 内 訳 (t-CO2・ 年 ) 
排出 量 合計 : 9,633 


150,000 
MEM 1,641 

M NE 79,920 17% 

50,000 
9,633 7,992 
6 | Lm 
民生 部 門 + 産 業 部 門 民生 部 門 
時 脱 炭 素 先行 地域 内 は 淡路 市 全体 ョ 民生 部 門 民生 部 門 以外 
18,19 出典 : 淡路 市 に よる 需要 家 ヒ アリ ング を も と に 淡路 市 作成 
【 民 生 部 門 】 


需要 家 は Ao〕 で 示す 全 10 件 で 、 年 間 の CO2 排出 量 は 7,.992t で ある 。 


20 出典 : 淡路 市 に よる 需要 家 ヒ アリ ング を も と に 淡路 市 作成 民生 部 門 の CO2 排 出 量 (t-CO2・ 年 ) 
0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 
ERE NEN EE e ies ーー ! 
国営 明石 海峡 公園 公园 gl | 
c! | 
bl N j 
聖 隷 淡路 病院 総合 病院 el ※ 需 要 家 每 0 CO2 排出 量 に つい て は 
- | 井 要 家 へ の 情報 開示 確認 を 行い 令 和 | 
Ll 年 以降 公表 予定 | 
A | 
1 | 
j| | 
ーー ニャ ーー ニー 


目 CO2 排 出 量 排出 量 合計 : 7,992 


【 民 生 部 門 以外 】 
需要 家 は KO で 示す 全 5 件 で 、 年 間 の CO2 排出 量 は 1,641t で ある 。 
21 出典 : 淡路 市 に よる 需要 家 ヒ アリ ング を も と に 淡路 市 作成 民生 部 門 以 外 の CO2 排 出 量 (t-CO2・ 年 ) 
0 200 400 600 800 1,000 1,200 
ii E 


民生 部 門 以 外 需要 家 


K | プラ イミ クス 揚 挫 機 等 製造 坦 LI ※ 需 要 家 毎 の CO2 排出 量 に つい て は 


M | イレ ブン イン ター ナシ ョ ナル 1 |z—HFÉ8EES&— I5 N. 5 年 度 以降 公表 予定 


| 
| 
L AUI 5B ET MI SERORA | 
| 
| 


N | イレ フル イ ン ター ナシ ョ ナル 2 | シー ト 縫製 第 二 工 坦 "m i 
O | 大 谷 鉄工 所 機械 加工 工場 ———— ——————— € — 


CO2 排 出 量 排出 量 合計 : 1,641 
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2.2 脱 炭 素 先 行 地域 の 再 エ ネ ポ テン シャ ル の 状況 ( 再 エネ 駆 存 量 等 を 踏ま えた 再 エネ 導入 可能 量 、 脱 大 素 先行 
地域 内 の 活用 可能 な 既存 の 再 エネ 発電 設備 の 状況 、 新規 の 再 エ ネ 発 電設 備 の 導入 予定 ) 


(1) 再 エネ 央 存 量 を 踏ま えた 再 エネ 導入 可能 量 = 
地域 "BE Biz AER 敷地 面積 設備 出力 | 年 間 供 給 量 
脱 炭素 先行 地域 内 の 再 エネ RFE, その 面積 か 還 営 明石 海峡 公園 931,000| 77.552| 88,316,559 


D> 
HH 


四 


ら 、 太陽 光 発 電設 備 を 全量 導入 の 場合 の 供給 量 を 算 
出す る も の と し た 。 脱 談 素 先行 地域 内 の 土地 面積 に つ 
いて は 、 た め 池 を 除く 全 需 要 家 こと に 把握 し て お り 、 ボテ 
ン シ ャ ル 量 は 221,952kW と な っ て いる 。 

本 市 が 各地 権 者 に 対し 再 エネ 発電 設備 の 導入 に つい 
て 説明 協議 を 行っ た 結果 、 合意 形成 の 観点 で 実際 に 


導入 で きる 先行 地域 内 の 再 エネ 設備 は 6,754kW で RIALA | s 5762| 480| 546.595 
あっ た To |kesrm — ([ 15735 1311| 1492654 
| : ETE 、 — | た め 池 1,530,918| 127,525| 145,226,005 

22 淡路 市 作成 合計 2,664,492|  221,952| 252,759,147 


1 mi あたり の 設備 出力 は 0.0833kW と し て 算出 (環境 省 地球 温暖 化 対策 課 調査 我が国 の 再生 可能 エネ ルギー 導入 ポテ ン シ ャ ル ) 
た め 池 は 、 た め 池 デ ー タ ベー ス (兵庫 県 淡路 市 ) より 、 堤 長 が 40m 以上 か つ 堤 高 が 判明 し て いる も の を 対象 に 、 貯水 量 を 堤 高 で 除 し て 面積 算出 


(ZESTA cm rz] cra — - 
太陽 光 発電 出力 規模 (KW) 脱 炭 素 先行 地域 に 供給 する 再 エネ (kWh) 
250,000 
221,952 
0 5,000,000 10,000,000 15,000,000 
200,000 
農地 太陽 光 
自家 消費 太陽 光 1,138,344 | 新設 住宅 太陽 光 
150,000 6,553,002 2,733,121 
BOT 12,473,623 
8 | 既存 太陽 光 た め 池 太 陽光 
911,041 1,138,116 
50,000 
m 既存 太陽 光 m 自家 消費 太陽 光 た め 池 太陽 光 
6,734 ョ 農地 太陽 光 目 新 设 住宅 太 隅 光 
0 | 


合意 形成 等 考慮 再 エ ネ ボ テン シャ ル 
図 23,24 以降 設備 利用 率 は 、 シ ン ・ エ ナジ ー( 株 ) 統 計 デ ー タ より 139% と し て 供給 量 を 算出 


淡路 市 及び シン ・ エ ナジ ー( 株 ) に よる 実地 調査 を 踏ま え 淡路 市 作成 


脱 炭 素 先行 地域 内 (自家 消費 太陽 光 、 た め 池 太 陽光 ) で は 再 エネ 開発 量 は 6,754kW に 留まる が 、 本 市 内 
の 既存 太陽 光 、 農 地 太 陽光 、 住宅 屋根 上 太陽 光 に お いて 再 エ ネ を 開発 ・ 活 用 し 、 脱 誠 素 先行 地域 内 へ 供給 する 
計画 で ある 。 需要 量 に あわ せ た 供給 量 (kWh) ベー ス で は 、 Bd 24 に 示す 通り の 構成 で ある 。 


(2) 活用 可能 な 既存 の 再 エネ 発電 設備 の 状況 

実施 調査 の 結果 、 脱 炭素 先行 地域 内 に は 、 2030 年 まで に 活用 で きる 既存 の 再 エネ 発電 設備 は 存在 し な か っ 
た 。 一 方 で 、 市 内 で は 10kW 未満 の 太陽 光 発 電設 備 が 普及 し て いる こと か ら 、 こ れ ら の 余剰 再 エネ 電力 を (株 ) ほ くだ 
ん で 買取 し 、 脱 炭 素 先行 地域 人 小売 供給 を 行う 。 
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【 既 存 再 エネ 買取 事業 】 


kW kWh TC 
事業 名 | 出力 | 年 間 供 給 量 事業 年 度 地権 者 / 協議 先 
卒 FIT1 6 2,278| 倒 和 4 年 度 個人 
卒 FIT2 6 2,278| 倒 和 4 年 度 事業 主 
卒 FIT3 ン 400 2,388 906,485| 倒 和 4 年 度 個人 
合計 2,400 


25 淡路 市 作成 
経済 産業 省 資 源 エ ネル ギー 庁 固 定価 格 買取 制度 情報 公開 用 WEB サイ ト より 、 平成 31 年 3 月 時 点 で の 
10kW 未満 FIT 認定 数 は 1,493 件 で あっ た 。 こ の 数 字 を 2030 年 まで に FIT 制度 終了 を 迎え る 母 数 と し 、 そ の う 
ち 25% 程 度 に あたる 400 件 を (株 ) ほ くだ ん で 買取 する 計画 で ある 。 買取 は (株 ) ほ は くだ ん の ホー ムペ ー ジ 上 や 本 市 情 
報 媒体 を 通じ て 行い 、 旧 一 般 電気 事業 者 の 価格 に 0.5 円 上 乗せ し た 価格 で 予定 し て いる 。 


(3) 新規 の 再 エネ 発電 設備 の 導入 予定 

新規 の 再 エネ 発電 設備 の 導入 に あたっ て は 、 自営 線 に よる 自家 消費 と 送 配電 事業 者 を 介し た 託送 供給 と が 考え 
られ る 。 需要 家 ご と に 自家 消費 電源 を 最大 限 導 入 す る も の と し 、 市 内 た め 池 、 農地 、 戸 建て 住宅 屋根 に も 電源 を 導 
入 ・( 株 ) ほ くだ ん に よっ て 買取 を 行い 、 脱 誠 素 先行 地域 へ 託送 供給 する 。 な お 、 本 市 内 に は 14 の 変電 所 が ある が 、 
その 系 統 接続 空き 状況 を 送 配 電 事 業者 に 確認 し た と ころ 、 1 54kV 未満 区 分 に つい て は 空き 容量 な し (ノン カーム 
型 で の 接続 も 不可 ) と いう 結果 で あっ た 。 よっ て 高圧 で の 新規 の 再 エ ネ 系 統 接続 は 困難 で ある 。 

本 開発 展開 に つい て は 全て (株 ) ほ は くだ ん に よる PPA 事業 を 想定 し て お り 、 各 人 金融 機関 と は 令 和 3 年 4 月 か ら 協 
議 を 進捗 中 で あり 、 地域 脱 炭 素 移行 ・ 再 エネ 推進 交付 金 の 要件 が 確定 次 第 具体 的 な 検討 へ 進捗 で きる 予定 で あ 
る 。 


【 自 家 消 費 型 太陽 光 発 電 等 導入 事業 】※ 脱 炭素 先行 地域 づく り 事 業 を 活用 
腕 炭 素 先 行 地域 内 で 、 駐車 場 カ オー ポート 等 を 利用 し た 自家 消費 型 の 太陽 光 発 電 と 蓄電 池 を 導入 する 。 


| kw kWh kWh 供給 先 
1 | 発電 所 1 580 | 2,000| 661,062| 431 5 年 度 | A | 国営 明石 海峡 公園 
2 | 発電 所 2 51 500| 57,596| 令 和 4 年 度 | B | 聖 款 こと も 園 
3 | 発電 所 3 213 1.000| ”242,136| 令 和 4 年 度 | C | アー マラ イズ 
4 発電 所 4 536 2,000 ELA 
5 | 発電 所 5 954. 2,000| 1,085,846| 令 和 6 年 度 | D ERZE 
6 | 発電 所 6 163 500 | プラ イミ クス 社宅 
7 | 発電 所 7 231 O| 263,063| 令 和 7 年 度 | F | 新設 - サ テラ イト 大 学 
8 | 発電 所 8 300| 1.000 | 新 設 ・ サ テラ イト 大 学 
9 | 発電 所 9 1,000 0| 1,138,800| 令 和 6 年 度 | G | 新設 -・ パ ソナ グル ー プ 
10 | 発電 所 1 0 1,677| S ERI 令 和 5 年 度 | G | 新設 ・ パ ソナ グル ー プ 
11 | 発電 所 1 1 50| 500 56,940| 令 和 4 FE | AIE 国 際 高 校 

| 合 計 5,754 15,500| 6,553,002 


26 淡路 市 作成 
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【 た め 池 太陽 光 発 電導 入 事 業 】※ 脱 炭素 先行 地域 づく り 事業 を 活用 


事業 名 


た め 池 1 。 | 50 
| た め 池 2 50 


た め 池 3 50 


地権 者 / 協 議 先 


淡路 市 


た め 池 4 | 50| 56,826| 令 和 8 年 度 | 一 | 
た め 池 5 | 50| 56.826| emee | CNN 
た め 池 6 50 

た め 池 7 ため池 20 


1,000| 1,138,116 
27 淡路 市 作成 

※ 対 象 と な る た め 池 の 情報 は 、 令 和 4 年 度 の ゾー ニン グ 調 査 に て 導入 検討 を 行い 、 水利 者 及び 地権 者 と の 合意 形成 を ん 図っ た 上 で 

令 和 5 年 度 以降 公表 予定 


た め 池 で の 太陽 光 発 電 は 事例 が 多く な いた め 、 複数 件 実装 に あたっ て まず 実績 作り が 必要 で ある と 考え て いる 。 市 で 
は 、 民間 が 所 有する た め 池 の うち 、 管理 者 ・ 所 有 者 が 一 致し 、 同一 団体 ( 田 主 、 水 利 組合 ) が 複数 所 有 ・ 管 理 し て 
いる も の を 抽出 し 、 現在 、 それ ら の ポテ ン シ ャ ル 調 査 を 実施 し て いる 。 令 和 4 年 度 の 環境 省 リ ー ニ ング 事業 に お いて 有 
識者 の 協力 の も と で 田 主 と の 合意 形成 を 図る 計画 で あり 、 これ ら を 踏ま えて 適地 を 選定 し 、 令 和 6 て 7 年 度 に 詳細 
設計 及び プロ ジェ クト 組成 を 行っ た 上 で 、 令 和 8 年 度 に 5 件 程度 の 導入 を 計画 する 。 

市 が 所 有する た め 池 に つい て は 既に 事業 性 調査 が 行わ れ て お り 、 事業 性 が 見 込ま れる 地点 が 複数 存在 する 。 た だ 
し 現状 、 市 が 所 有する た め 池 に つい て は 、 設備 撤去 時 の 負担 が 最終 的 に 市 に 課せ られ る リス ク が ある こと か ら 太 陽光 
設備 の 設置 に 難色 が 示さ れ て お り 、 設備 撤去 時 の 市 の 負担 を 回 避 す る よう な スキ ー ム の 構築 に より 、 2 年 以内 に 市 
関係 当局 の 合意 を 取得 する こと を 目指 し て いる 。 (1MW 級 の 発電 出力 ポテンシャル を 持ち 合わ せる 条件 良好 な 候 
補 地 が 5 件 あり 、 そ の うち 最低 1 件 の 導入 を 計画 する ) 。 令 和 9 年 度 以降 は 、 上 記 の 複数 件 の 導入 を も っ て 事業 
モデ テル を 確立 、 実績 を 作り 出す こと で 15 件 程度 の 導入 を 予定 する 。 


【 農 地 ・ 休 耕地 太陽 光 発 電導 入 事 業 】※ 農 林 水 産 省 、 環境 省 事 業 を 活用 予定 


令 和 8 年 度 


令 和 8 年 度 


1,000| 1,138,344 
28 淡路 市 作成 
※ 対 象 と な る 農地 の 情報 は 、 令 和 4 年 度 の ゾー ニン グ 調 査 に て 導入 検討 を 行い 、 地権 者 と の 合意 形成 を 図っ た 上 で 
令 和 5 年 度 以降 公表 予定 
農地 や 休 耕 地 で の 太陽 光 発 電 に つい て も た め 池 同様 事例 が 多く な いた め 、 複数 件 実装 に あたっ て まず 実績 作り が 
必要 で ある と 考え て いる 。 農水 省 補助 事業 に よっ て 優良 農地 へ の 営農 型 太 陽光 発電 の 導入 が 見 込め る 案件 が 少な 
く と も 1 件 (2ha 程度 =5 て 600kW の 出力 ボ ポテンシャル) 存在 し て いる 。 令 和 4 年 度 に 適地 選定 と 基礎 設計 を 
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行う こと に つき 市 ・ 事 業者 ・ 営 農 組 合 と 合意 済み で ある 。 また 地権 者 と も 協議 を 開始 し て お り 、 合意 取得 は 適地 選定 
や 設計 と 並行 し て 今後 2 年 以内 で 予定 し て いる 。 さら に 耕作 放棄 地 の 回 復 を 目的 と する 営農 型 太陽 光 発 電 の 導入 
に つい て は 、 最低 で も 3 件 程度 は 見 込ま れ 、 淡路 市 内 に お ける 営農 組合 3 者 と は 既に 適地 選定 に 向け た 協議 を 開 
台 し て いる 。 今後 3 年 以内 に 合意 形成 で 、 市 内 関係 当局 と 協議 中 で ある 。 兵庫 県 農政 部 局 と の 間 で は 耕作 放棄 
地 の 回 復 に 人 資す る 営農 型 太陽 光 の 推進 に つい て 、 ま た 、 県 環境 部 局 と の 間 で は 耕作 者 が いな く な っ た 地点 で も 地域 
外 の 農業 法人 等 と の 連携 に よっ て 耕作 が 継続 され る 仕組 み の 推進 に つい て 合意 し て お り 、 令 和 4 年 度 の 兵庫 県 事 
業 と し て 本 取組 を 推進 する 計画 で ある 。 


【 戸 建て 住宅 太陽 光 発 電導 入 事 業 】 ※ 重 点 対策 加速 化 事業 を 活用 


kW kWh 
事业 名 qu; | apes 事業 年 度 地権 者 / 協 議 先 


個人 
29 (株 ) ほ くだ ん 事業 計画 を 基 に 淡路 市 作成 
戸建て 住宅 へ の 設置 は (株 ) ほ くだ ん に よる PPA モデ ル で 営業 展開 する 。 今回 連携 体制 を と る 夢 舞 台 サ ステ ィ ナ ブ 
ル ・ パ ー ク 創造 委員 会 に は 商工 会 も 所 属し て お り 、 本 計画 以前 か ら 戸 建て 住宅 に 対す る PPA モデ ル に つい て は 協力 
を 仰い で 、 部 会 で の 会 員 事前 周知 は 実施 済み で ある 。 また 自治 会 を 通じ した アプ ロー チ を 主 に 考え て お り 、 金融 機関 連 
携 済み で 初期 投資 不要 、 地 元 工 務 店 に よる 信頼 施工 を 軸 に ロー カル 展開 を 予定 し て いる 。 
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2.3 民生 部 門 の 電力 消費 に 伴う CO2 排出 の 実質 ゼロ の 取組 


(1) 実施 する 取組 の 具体 的 内 容 

脱 炭 素 先行 地域 の 全 需 要 に 対し 以下 の 優先 順位 を も っ て 取組 を 行い 脱 炭 素 化 する 。 

1. 新設 施設 に つい て は ZEB Ready を 標準 化し 、 高 効率 設備 導入 に より 従来 比 5096 以 上 の 省エネ を 行う 。 既 
存 施設 に つい て も ガス 給湯 器 を ヒー ト ポ ンプ で 代替 し 脱 炭 素 化 を 行う 。 

2. 屋根 上 や 駐車 場 と いっ た 既存 スペ ー ス を 活用 し た 上 自家 消費 型 太陽 光 発 電 を 実装 する 。 

3. 残り の 需要 量 に つい て 、 (株 ) ほ くだ ん が 小売 電気 事業 者 と し て 市 内 再 エネ 電力 を 買取 り 、 小売 供給 を 行う 。 


【全 体 像 】 民生 部 門 電力 量 と 取組 量 (kWh/ 年 ) 


0 5,000,000 10,000,000  Á 15,000,000 20,000,000 25,000,000 


22,833,340 


22,833,340 


取組 量 省エネ 量 
10,411,000 6,553,002 5,869,338 
30 淡路 市 作成 


民生 部 門 電力 量 は 合計 で 22,833,340kWh。 これ ら を 2030 年 まで に 省エネ で 10,411,000kWh、 再 エネ 電 
源 自家 消費 で 6.553.002kWh、 再 エネ 相対 契約 供給 で 5,869,338kWh 28806. 全量 脱 炭素 化す る 。 
【 需 要 家 別 の 民生 部 門 電力 量 と 取組 、 合 意 形 成 】 

年 間 電 力 需要 量 は 、 新 設 分 を 除き 令 和 3 年 実績 を ヒア リン グ 収 集 し た も の で ある (コロ ナウ イル ス 拡 大 の 影響 
加味 し 令 和 元 年 の 実績 を 採用 し た も の も ある ) 。 新 設 分 に つい て も 、 事業 者 ヒア リン グ の 結果 得 ら れ た 回 答 を 参照 し 
て いる 。 

需要 家 別 の 民生 部 門 電 力量 と 取組 (kWh/ 年 ) 
0 5,000,000 10,000,000 15,000,000 
—Ó— e - 
PEGA | 
プー マラ イズ | 
聖 隷 淡路 病院 | 
プラ イミ クス 社 社宅 「 ※ 暑 要 家 毎 の 内 訳 に つい て は 吉 要 家 へ の 情報 開示 確認 を 行い 令 
新設 ・ サ テラ イト 大 学 和 5 年 度 以降 公表 予定 
新設 ・ パ ソナ グル ー プ i 
東浦 花 の 湯 | 

AIE 国 际 高 校 | 

UT CO NJ i 


省エネ 量 中 自家 消費 量 mİ 
31 淡路 市 作成 
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民生 部 門 需要 家 


| 令 和 5 年 度 ヒートポンプ 
E | カー ポー ト 型 太陽 光 / 蓄 電池 


熱 | ヒー ト ポ ン プ 導 入 


A | 国営 明石 海峡 公園 ÆF | 令 和 5 年 度 D-R-EAR EB 

B | 聖 款 こども 園 | 令 和 4 年 度 | カー ポー ト 型 太陽 光 / 蓄 電池 

C | アー マラ イズ | 令 和 4 年 度 | カー ポー ト 型 太陽 光 / 蓄 電池 
| 再 エネ | 発電 所 4 | 令 和 6 年 度 | 野立 て 太陽 光 / 薔 電池 

DEEST 再 エネ | 発電 所 5 | 令 和 6 年 度 | カー ポー ト 型 太陽 光 / 蓄 電池 
| 熱 | 竹 ポ ボイラ 導入 | 令 和 8 年 度 | 竹 チ リプ ボイラ 

| nb 再 エネ | 発電 所 6 | 令 和 5 年 度 | カー ポー ト 型 太陽 光 / 薔 電池 


F | 新設 ・ サ テラ イト 大 学 再 エネ | 発電 所 8 


_ 再 エネ | 発電 所 8 | 令 和 6 年 E 屋 根 置 去 太阳 光 / 蓄 电池 
省エネ ZEB Ready 6 年 度 | 高 効率 空調 換気 設備 
Lo 。 。。 。 上 BILE | 発電 所 9 0 5 年 度 野立 て 太陽 光 
G | 新設 - パ ソナ グル ー プ 再 エネ | 発電 所 1 0 和 5 年 度 | 屋根 置き 太陽 光 / 蓄 電池 
上 arr De Resdy — ーー 
H | 東浦 花 の 湯 E i | 令 和 6 年 度 | 竹 チ ッ プ ボイラ 


I IAIE 国 際 高 校 SP | 令 和 4 年 度 屋根 置き 太陽 光 / 蓄 電池 
] | 市 営 南 鵜 崎 団地 H シン | 令 和 5 年 度 | ヒートポンプ 


図 32 需要 家 別 取組 一 覧 淡路 市 作成 


(A : 国営 明石 海峡 公園 ) 

広大 な 土地 の 国営 公園 で ある 。 令 和 5 年 度 に 公園 駐車 場 に に カー ボー ト 型 太陽 光 発 電 ・ 蓄 電池 を 実装 し 、 自 
家 消費 供給 を 行う 。 国営 公園 で の 再生 可能 エネ ルギー 発電 設備 の 設置 に あたっ て は 都市 公園 法 の 規定 に 基づく 必 
要 が あり 、 自家 消費 を 目的 と する カー ポー ト 型 太陽 光 発 電設 備 に つい て は 設置 が 可能 で ある こと を 地権 者 で ある 国交 
省 近 畿 地 方 整備 局 と の 協議 の 中 で 確認 済み で あり 、 今後 設置 場所 を 検討 する 。 需要 の 全量 を 賭 う こと が で き 、 完全 
(CHUTE S S. 

(B : 聖奈 こども 園 、C : アー マラ イズ ) 
育 園 と 薬局 施設 で 、 令 和 4 年 度 に 同 施設 付近 の 、 淡路 市 が 保有 する 駐車 場 土地 に て カー ボー ト 型 太陽 光 発 
電 ・ 蓄 電池 を 実装 し 、 自家 消費 供給 を 行う こと で 合意 形成 済み 。 当該 再 エ ネ 設備 に よっ て 、 聖 款 こと も 園 に つい て は 
需要 の 全量 を 賭 う こと が 可能 で あり 、 フ カー マラ イズ に つい て は 、 不足 する 38, 184kWh を 、 (株 ) ほ くだ ん を 通じ て 地域 
内 の 相対 再 エ ネ 電 力 で 賭 う こと で 完全 に 脱 誠 素 化す る 。 
(D : 聖 隷 淡路 病院 ) 

昼夜 と も に 需要 量 が 多い 総合 病院 で 、 令 和 6 年 度 に 、 病院 北側 の プラ イミ クス (株 ) が 保有 する の り 面 で の 太陽 光 
発電 の 実装 お よび 淡路 市 が 保有 する 病院 駐車 場 で の カー ポー ト 型 太陽 光 発 電 の 実装 を 行い 、 自家 消費 供給 を 行う 
こと で 合意 形成 済み 。 令 和 6 年 度 と し て いる の は 、 聖 隷 淡路 病院 が 駐車 場 の スペ ー ス に 病棟 を 追加 する 検討 を 行っ 
て お り 、 判断 結果 に 応じ て 再 エネ 設備 や 蓄電 池 の 容 量 の 設計 を 変更 する 時 間 を 考慮 し て いる 。 現時 点 で 不足 分 
527,630kWh は (株 ) ほ くだ ん に よる 相対 再 エネ 電力 供給 に よっ て 賭 う こと で 完全 に 脱 炭 素 化す る 。 
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(E : プラ イミ クス 社宅 ) 
50 世帯 が 住む プラ イミ クス (株 ) の 社宅 で 、 令 和 5 年 度 に 同社 が 保有 す ~ す る 社宅 北側 駐車 場 に て カー ポー ト 型 太陽 光 
発電 ・ 蓄 電池 を 実装 し 、 自家 消費 供給 で 全 需 要 を 賭 い 、 完全 に 脱 炭 素 化 する 。 また 現在 ガス 給湯 器 に よる 熱 供給 
が 行わ れ て いる が 、 ヒ ー ト ポン プ 給 湯 器 に 代替 する こと で 蓄熱 機能 を 実装 し 、 効率 的 な エネ ルギー マネ ジメント を 行う 。 
(F : 新設 ・ サ テラ イト 大 学 ) 

令 和 5 年 度 を 目安 に 誘致 、 令 和 7 年 度 を 目安 に 新設 が 予定 され て お り 、 設備 に つい て は ZEB Ready の 基準 
を 満た す よ うな 仕様 を 要求 し 、 従来 必要 と され る 需要 量 の 50% 以 上 を 省エネ する 予定 で ある 。 また 、 施設 設計 は 未 
定 で ある も の の 、 従来 必要 な 需要 量 の 259% 以 上 に あたる 300kW 出力 を 目安 に 太陽 光 発 電 の 自家 消費 を 検討 
する も の と し て 合意 形成 を 図る 。 不足 が 見 込ま れる 27 1 ,297kWh 分 を (株 ) ほ くだ ん に よる 相対 再 エネ 電力 供給 に よ 
っ て 賭 う こと で 完全 に 脱 炭 素 化 する 。 

(G : 新設 ・ パ ソナ グル ー プ ) 

オフ ィ ス ・ 多 目的 ホー ル の 建設 計画 中 で 、 令 和 5 年 度 に 設計 が 開始 され る 施設 で あり 、 現時 点 で の 設備 仕様 は 、 
ZEB Ready の 基準 を 満た す も の と 計画 され て お り 、 従来 必要 と され る 吉 要 量 の 509% 以 上 を 省エネ する 。 省エネ 後 
の 夫 要 量 に 対し て は 、 蓄電 池 も 導入 し な が ら 屋 根上 太陽 光 発 電 に よる 自家 消費 量 が 25% を 占め る 設計 と し 、 さら 
に 残り の 需要 量 に 対し て も 、 令 和 5 年 度 淡路 市 が 保有 する の り 面 に 太陽 光 発 電設 備 を 設置 し 、 自営 線 に よる 自家 
消費 供給 を 行う こと と な っ て いる 。 その 不足 分 4,588,200kWh は (株 ) ほ くだ ん に よる 相対 再 エネ 電力 供給 に よっ て 
賭 う こと で 完全 に 脱 炭 素 化す る 。 

(H : 東浦 花 の 湯 ) 
本 施設 は 温浴 施設 で あり 、 竹 ボイラ の 導入 実践 地 と し て 先行 地域 に 含む も の で ある 。 本 項 の 電力 需要 の 観点 で は 、 
施設 築 年 数 な ど を 踏ま えた 現状 調査 の 結果 、 新た な 再 エ ネ 開 発 ポ テン シャ ル を 現在 の と ころ 見 い だ せ て お ら ず 、 (株 ) ほ 
くだ ん に よる 相対 再 エネ 電力 供給 に よっ て 賭 う こと で 完全 に 脱 大 素 化す る 。 
(I : AIE 国際 高校 ) 

学校 校舎 ・ 穴 に 需要 が あり 、 令 和 4 年 度 に 校舎 屋根 上 へ の 太陽 光 発 電 ・ 蓄 電池 の 実装 を 行う こと で 合意 形成 済 

み で ある 。 不足 分 10,407kWh は (株 ) ほ くだ ん に よる 相対 再 エネ 電力 供給 に よっ て 賭 う こと で 完全 に 脱 炭 素 化 する 。 
(〕 : 市 営 南 鵜 崎 団地 ) 

40 戸 の 住宅 団地 で 、 新 た な 再 エネ 開発 ポテ ン シ ャ ル に つい て は 築 年 数 等 実地 調査 か ら 現在 の と ころ 見 い だ せ て い 
な い が 、 鞭 熱 設備 に 対し て (株 ) ほ くだ ん か ら 再 エネ 電力 供給 を 行う こと で 、 エ ネル ギー 需給 の 全体 的 な バラ ンス 成形 に 
貢献 する こと と な る 。 


※ 一 部 の 情報 に つい て 需要 家 へ の 開示 確認 を 行い 、 令 和 5 年 度 以降 開示 予定 
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【「 実 質 ゼ ロ ]」 の 計算 結果 】 


民生 部 門 の 電力 需要 量 再 エネ 等 の 電力 供給 量 民生 部 門 の 省エネ に よる 
電力 削減 量 
22,833,340 12,422,340 10,411,000 


IA 
$ 


(kWh/ 年 ) (kWh/ 年 ) (kWh/ 年 ) 


ニー 脱 炭 素 化 計算 式 (kWh) 
民生 部 門 需要 家 | 再 エネ 等 の 電力 供給 量 "|「 | 省エネ に よる 
TIRES ， = | 自家 消費 量 | + 相対 契約 量 + | 電力 削減 量 
A | 国営 明石 海峡 公園 E E €—— 
B PRCE l 
C | アー マラ イズ | 
D | 聖 隷 淡路 病院 | ， 
E | プラ イミ クス 社宅 ・ ※ 需 要 家 毎 の 内 訳 に つい て は 需要 家 へ の 情報 開示 確認 を 行い 
F | 新設 ・ サ テラ イト 大 学 | 令 和 5 年度 以降 公表 予定 l 
G | 新設 ・ パ ソナ グル ー プ 
H | 東浦 花 の 湯 [1 
I AFERSI | 
〕 | 市 営 南 鵜 崎 団 地 ーー こつ ーー 
合计 22,833,340 = + 5,869,338 + | 10,411, 000 


33 淡路 市 作成 
民生 部 門 の 電力 需要 量 
22,833,340(kWh/4£) 
再 エ ネ 等 の 電力 供給 量 
12,422,340 (kWh/ 年 ) 
再生 可能 エネ ルギー に よる 自家 消費 量 : 6,.553,002 (kWh/ 年 ) 
再生 可能 エネ ルギー に よる 相対 契約 量 : 5,869,338 (kWh/ 年 ) 
民生 部 門 の 省エネ に よる 電力 削減 量 
10,411 000(kWh/ 年 ) 


電力 需要 量 の うち 脱 誠 素 先行 地域 が ある 地方 自治 体 で 発電 する 再 エネ 電力 量 の 割合 】 


電力 需要 量 の うち 脱 炭 脱 炭 素 先行 地域 が ある 地 民生 部 門 の 電力 

素 先行 地域 が ある 地方 方 自治 体内 に 設置 され た 需要 量 (省エネ 後 ) 

自治 体 で 発電 する 再 エ 再 エネ 発電 設備 で 発電 す 

ネ 電 力量 の 割合 る 再 エネ 電 力量 (X) 

100(%) = | 12.422,340(kWh/ 年 ) | = | 12,422,340(kWh/ 年 ) | x 


100 


CX) 自家 消費 、 相 対 契 約 に よっ て 調達 する も の 。 


(2) 事業 費 の 額 ( 各 年 度 ) 、 活 用 を 想定 し て いる 国 の 事業 (交付 金 、 補 助 金 等 ) 
基本 的 に は (株 ) ほ くだ ん に よる PPA モテ デル 事業 を 想定 し て お り 、 本 市 や 事業 者 に 持ち 出し は 発生 し な い 。 (株 ) ほ く 
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だ ん は 人 金融 機関 より 借入 を 行う 予定 で ある 。 RNN 戸建て 住宅 太陽 光 発 電導 
事業 に お いて 、 地権 者 ・ 吉 要 家 ・ 金 融 機関 に 対し 協 
方 針 合意 


【 脱 炭素 先行 地域 づく り 事 業 / 環 境 省 】 


自家 消費 型 太陽 光 発 電 等 導入 事業 、 た め 池 太陽 光 発 電導 入 事業 、ZEB Ready 


義 機 会 を 設 


尋 入 事業 を 除く すべ て の 


EL, 具体 的 な 事業 方 針 と スキ ー ム を 共有 済み で 、 


斉 み で ある 。 以下 で は 、 その 前 提 の うえ で 現状 も し く は : a 


進む ため の 確認 事項 を 記載 し て いる 。 


年 度 事業 名 導入 設備 合意 形 成人 EB 交付 金 

発電 所 2 SEENT 交付 金 確定 後 、PPA 価 格 決定 し 実装 31,156 千 円 | 22.229 千 円 

N-L-» 
令 和 4 年 度 | 発電 所 3 E giia 交付 金 確定 後 、 PPA 価 格 決定 し 実装 92.408 千 円 | 。 64,5228 

NL» 
発電 所 1 1 Psi LE 交付 金 確定 後 、 PPA 価 格 決定 し 実装 29,500 千 円 | 。 21,125 千 円 

* £8 FSI 
発電 所 1 RN 交付 金 確定 後 、 PPA 価 格 決定 し 実装 226,732 千 円 156,988 千 円 

irr. MM | — n 

発電 所 10 ea 交付 金 確定 後 、PPA 価 格 決定 し 実装 612,529 千 円 | 。 425,853 千 円 

* £8 FB 
sis Pod ia px ・ 高 効率 空調 換気 設備 等 ZEB Ready 基 準 で の 建設 を 合意 形成 予定 。 667,000 千 円 500,000 千 円 
発電 所 4 ga 令 和 4 年 度 に 風 況 等 調査 し 仕様 決定 204,000 千 円 | 。 141,833 千 円 

N-L-» 
|。 | - 太 陽光 発電 設備 | er greet | 
発電 所 5 E 和 5 年 度 に 駐車 場 活用 方 針 決定 し 仕様 決定 327,445 千 円 | | 22413093 

'EHESJ 
今 和 6 年 度 sempre 交付 金 確定 後 、 仕 様 決定 し 実 116,000 千 円 | 。 80,250 千 円 
a PAST ZEB Ready 基 準 で の 建設 意 形 成 予定 170,931 千 円 128,198 千 円 
発電 所 9 ・ 太 陽光 発電 設備 交付 金 確定 後 、 特 に 景観 に 配慮 し た 仕様 決定 し 実装 270,000 千 円 180,000 千 円 
発電 所 7 ・ 太 陽光 発電 設備 令 和 4 年 度 に 風 況 等 調査 し 仕様 決定 57,750 千 円 | 。 38,500 千 円 
a a A A EEEE CEE EE 
池 1 太陽 光 発電 設備 令 和 4 年 度 リー ニン グ 調 査 内 で 合意 形成 完了 し 仕様 決定 13,500 千 円 9,000 千 円 
令 和 8 年 度 | た め 池 2 へ た め 池 6 |- 太 陽光 発電 設備 令 和 4 年 度 ソ ー ニ ング 調査 内 で 合意 形成 完了 し 仕様 決定 67,500 千 円 | 45,000 和 円 
令 和 9 年 度 | た め 池 7> た め 池 20 |・ 大 陽光 発電 設備 令 和 4 年 度 ソー ニー ング 調査 内 で 合意 形成 完了 し 仕様 決定 189,000 千 円 | 117.000 千 円 
合計 3,136,937 千 円 | 2,197.077 千 円 

※ 計 画 提案 書 提出 時 の 情報 で ある こと に 留意 し て くだ さい 。 


【 営 農 型 太陽 光 発 電 の モデ ル 的 取組 支援 事業 / 農 林 水 産 省 】 


【 新 た な 手法 に よる 再 エ ネ 導 入 ・ 価 格 低減 促進 事業 / 環 境 省 】 ほ か ( 令 和 7 年 度 以降 に 活用 で きる も の ) 
農地 ・ 休 和 耕地 太陽 光 発 電導 入 事 業 


年 度 事業 名 導入 設備 ZEEE DT DES 
pns 農地 1<20 ・ 大 陽光 発電 設備 交付 金 確定 後 、 PPA 価 格 決定 し 実装 270,000 千 円 135,000 千 円 
※ 計 画 提案 書 提出 時 の | 情報 で ある こと に 留意 し て くだ さい 。 
【 重 点 対策 加速 化 事業 / 環 境 省 】 
戸建て 住宅 太陽 光 発 電導 入 事業 
年 度 事業 名 導入 設備 SESUHGEN EESEEE 交付 人 
Ec 戸建て 住宅 1>1200 | 太陽 光 発電 設備 交付 金 確定 後 、PPA 価 格 決定 し 実装 1.944.000〒 円 | 500,000〒 円 


※ 計 画 提案 書 提出 時 の 情報 で ある こと に 


留意 し て くだ さい 。 
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2.4 民生 部 門 電 力 以 外 の 温室 効果 ガス 排出 削減 等 の 取組 


(1) 実施 する 取組 の 具体 的 内 容 
【 需 要 家 別 の 取組 】 

(D : 聖 款 淡路 病院 、H : 東浦 花 の 湯 ) 性 ボイラ 導入 事業 、 温 室 効 果 ガス 削減 効果 : 648 t-CO2・ 年 

放置 竹林 の 解決 に は 、 竹 資源 の 活用 先 を 創出 し 、 供給 経済 圏 を 確立 する こと が 必要 で ある 。 本 取組 で は 、 脱 炭 
素 先行 地域 内 の 東浦 花 の 湯 、 聖 隷 淡路 病院 に 人 竹 チッ プ 熱 供給 ボイラ を 設置 し 年 間 重 油 240kL 相当 の バイ オマ ス 
代替 を 実現 ・ 脱 炭素 化 を 推進 し 、 竹 の 燃料 活用 お よび その 燃焼 灰 活用 の 経済 創出 に よる 地域 課題 解決 を 行う 。 

本 事業 ハー ドル は 大 きく 2 点 、① 供 給 フ ロー (関係 者 調整 含 お ) の 確保 と 、② 機 器 仕様 設計 で ある 。 現在 、 (株) 
ほ く だ ん を 主体 と し て 取り 組 お 「 竹 を 燃料 と し て 活用 し た バイ オマ ス ボ イ ラー に よる 温浴 施設 へ の 熱 供給 事業 」( 令 和 3 
年 度 ・ 兵 庫 県 地域 創 生 ! 再 エネ 発掘 プロ ジェ クト 補助 事業 ) の 中 で 、 ①② に つい て 実現 性 を 調査 し て いる 。 

① 供給 フロ ー に つい て は 供給 元 、 ボ イラ メー カー、 EPC 業者 ( シ 図 35 淡路 市 作成 

ン ・ エ ナジ ー) 、PPA 事業 者 ( ほ く だ ん ) と 合意 形成 済み で 
ある 。 ② 機 器 仕様 設計 に つい て は 、 竹 用 の ボイラ は 日 本 で の 


燃焼 灰 提供 


実装 例 こ そ 少 な いも の の 、 竹 に 近い 成分 構成 で ある 植物 の バ { FATOS 
イオ マス ボイラ が デン マー ク に て メジ ャ ー 普 及 し て いる こと か ら 、 [5] 聖 隷 淡路 病院 


竹 ポ が 15 導入 
熱 供 給 契約 


国 ボ イラ メー カー と 連携 し た 燃焼 実験 を 令 和 3 年 度 中 に 完了 
ét. その 結果 を も っ て 同社 の ボイラ を 導入 実装 し 、 技術 確立 
を 図る 。 さら に 、 シン ・ エ ナジ ー( 株 ) は 、 特許 6815545「 成 ほ く だ ん 
形 燃 料 、 成 形 燃料 の 製造 方 法 及 び ガ ス 化 方 法 」( 令 和 2 年 
12 月 ) を 有 し て お り 、 木質 バイ オマ ス 燃 焼 の 際 に 発生 する 固 
形 物 を 解消 する ノウ ルウ を 提供 する こと で 、 こ れ ま で に が な く 事 業 
実現 性 を 高め る こと が で きる 。 


T1397" 供給 
収集 加工 


(E : プラ イミ クス 社宅 、〕 : 市 営 南 弟 崎 団地 ) ヒー ト ポ ン ブ 導 入 事 業 、 温室 効果 ガス 削減 効果 : 57 t-CO2・ 年 
令 和 5 年 度 に ガス 給湯 か ら ヒ ー ト ポン ブ 給 湯 に 代替 する 。 500L の ヒー ト ポ ン プ を それ ぞ れ 20 £, 15 台 導 入 予 定 
で 、 年 間 160,000kWh 相当 を 化石 燃料 代替 する 。 


【 脱 炭素 先行 地域 内 全体 で の 取組 】 

EV/V2X 導入 事業 、 温 室 効 果 ガ ス 削 減 効 果 : 85t-CO2・ 年 

令 和 7 年 度 に EV : 50 台 導 入 を 行い 、 ガ ソリ ン 車 代替 を 行う 。 

※ ガ ソリ ン 車 : 燃費 22km/L 平成 30 年 度 に 販売 され た 乗用 車 の 平均 燃費 (国土 交通 省 自動 車 局 より 参照) 


本 市 で 働き な が ら 生 活 す る に は 1 人 1 台 の 車 が 必要 な 状況 で ある 。 本 市 で 働き た い 若い 世代 が いた と し て も 、 车 
の 購入 、 維 持 費 管理 費 で 入社 数 年 は 給料 に 対し て の 固定 費 が 高く な る 。 島内 で 就職 し た く と も 、 交通 手段 の コス ト の 
高 さ か ら 島 外 の 企業 に 就職 し 、 長い 時 間 を か け て バス 、 電車 で 通勤 し て いる 人 の 割合 は 多い と いえ る 。 また 、 T ター ン の 
若者 だ け で な く 、 都市 部 に 出 て 行っ た U ター ン 組 で は 車 を 所 有 し て いな い 人 も 多い 。 島内 で は 大 手 カ ー シ ェ アリ ング 事 
業 展開 は 無く 、U ター ン す る 際 は 車 を 購入 する 事 が 必須 と な る 。 

上 記 課 題 を 脱 炭 素 化 に 絡め て 解決 する た め 、 企業 に 対し て EV の レン タル サー ビス を 実施 し 、 企業 が 車両 確保 困 
難 な 社員 に 貸与 する 。 通勤 や プラ イベ ー ト に 使用 し て も らい 、 勤務 中 は カー ポー ト PV で 充電 を する 。 この 仕組 み に よ 
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D, 社員 の 車両 購入 の イニ シャ ルコ スト を 無く し 、 世帯 当たり の 自動 車 保有 人 台数 を 抑制 、 ラ ン ニ ング コス ト を 抑え る こと が 
で きる 。 また 、 カー ポー ト 型 太陽 光 等 と 同時 に 導入 する こと で 、 脱 誠 素 へ の 取組 推進 及び レジ リエ ンス 強化 も 促進 させ 
る 。 


図 36 EV シ ェアリング サー ビス スキ ー ム 淡路 市 作成 " Su 
5-317 883€ It 初 ギ - マ ゲル ト 


企業 に 電気 自動 車 を リー ス 


HEA 


に 


就業 中 は カー ポー ト PV で 充電 


主 に 通勤 利用 蓄電 池 と し て ビー ク カ ッ ト に 利用 余 剩 电力 在 使 用 
(プラ イベ ー ト 利用 も 可 ) 災 震 時 に は 非常 用 電源 と し て 使用 


上 記 の スキ ー ム を 、 商社 が 事業 者 アレ ンジ の 上 EV 調達 か ら 運 用 まで パッ ケー ジ 化 し て お り 、 本 市 で の 取組 展開 に つ 
いて も シン ・ エ ナジ ー( 株 ) と 協議 を 進め 、 合意 形成 済み で ある 。 本 市 は 運輸 部 門 に お ける CO2 排出 量 が 高い た め 、 こ 
の 取組 を 脱 談 素 先行 地域 内 で モデ ル 化 し 、 2030 年 以降 の 市 内 普及 を 図る 。 


(2) 事 業 費 の 額 ( 各 年 度 ) 、 活 用 を 想定 し て いる 国 の 事業 (補助 金 等 ) 

活用 する 国 の 事業 は すべ て 環境 省 の 地域 脱 誠 素 移行 ・ 再 エネ 推進 交付 金 の うち 脱 談 素 先行 地域 づく り 事 業 で あ 
る 。 (株 ) ほ くだ ん に よる PPA 事業 ・ESCO 事業 を 想定 し て お り 、 本 市 ・ 事 業者 の 持ち 出し は 発生 し な い 。 (株 ) ほ くだ 
ん は 金融 機関 より 借入 を 行う 予定 で ある 。 合意 形成 に つい て は 、 すべて の 事業 に お いて 、 地権 者 ・ 需 要 家 ・ 金 融 機関 
に 対し 協議 機会 を 設定 し 、 特 来 的 な 事業 展開 方 針 と スキ ー ム を 共有 済み で ある 。 


年 度 事業 名 導入 設備 合意 形成 進捗 総 事業 費 交付 金 
ライ ミニ 宝 交付 全 確 定 後 錠 ルト 試 TLA = 
dr do . ヒ ー ト ポッ ンプ 給湯 器 SE 23.000 千 円 17,250 千 円 
・ ヒ ー ト ポン プ 給 湯 器 行 17,250 千 円 12,937 千 円 
ヒー ト ポ ン プ 導 入 á 合意 形成 を 予定 。 f r 
東浦 花 の 湯 現在 進行 中 の 燃焼 実験 の 結果 が ボ ジ テ ィ ブ で ある こと を 前 提 に 、 
A: rer . W 
令 和 6 年 度 WIRATA 竹 チッ プ ボ イラ 実証 実験 の 合意 形成 を 予定 。 61,000 千 円 45,750 千 円 
聖 隷 淡路 病院 EP 現在 進行 中 の 燃焼 実験 の 結果 が ボ ポジティブ で ある こと を 前 提 に 、 
MENS. VP 実証 実験 の 合意 形成 を 予定 。 99025 Segni 
受 
、 ・EV 三井 物産 (株 ) と シン ・ エ ナジ ー( 株 ) で パッ ケー ジ 化 を 計画 中 で 、 
ES 
ENVOI NE -V2X 設 備 パソ ナグ ルー プ を 含め た パー トナ ー 体 制 構築 を 検討 中 。 a SS 


合計 329,479 千 円 | 208,832 千 円 


※ 計 画 提案 書 提出 時 の 情報 で ある こと に 留意 し て くだ さい 。 
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2.5 脱 大 素 の 取組 に 伴う 地域 課題 の 解決 や 住民 の 暮らし の 質 の 向上 等 、 期待 さ れる 効果 


(地域 経済 効果 ) 


脱 炭 素 の 取組 に 伴う 地域 課題 の 解決 や 住民 の 暮らし の 質 の 向上 等 と その 効果 


本 市 に お ける 就業 者 数 は 、 企業 誘致 に より 雇用 の 創出 等 を 図っ て いる も の の 、 少子 高齢 化 及 び 都 市 部 へ の 
人 口 流出 に 伴い 、 平成 17 年 の 国勢 調査 と 平成 27 年 を 比較 する と 、 24,187 人 か ら 20,979 人 へ と 減 
少し て いる 。 本 計画 エリ ア で ある 夢 舞 台 サ ステ ィ ナ ブル ・ パ ー ク で の 企業 等 の 誘致 に より 、 更 な る 雇用 を 創出 
L. 脱 炭 素 と あわ せ 経 済 的 な イン バク ト を 市 内 外 に 波及 させ る 。 


KPI (重要 業績 評価 指標 ) 


指標 : 夢 舞 台 サ ステ ィ ナ ブル ・ パ ー ク に お ける 就業 者 数 (人 ) 


現在 ( 令 和 3 年 3 月 31 日 ) 最終 年 度 : 
568 人 1,000 人 
(防災 効果 ) 


脱 炭 素 の 取組 に 伴う 地域 課題 の 解決 や 住民 の 暮らし の 質 の 向上 等 と その 効果 


放置 竹林 は 、 イ ノシ シ の すみ か と な る こと か ら 農 業 へ の 獣 害 を 及ぼ し 、 ま た 、 土地 の 水源 か ん 養 機能 が 低下 す 
る こと か ら 、 土砂 災害 、 土壌 崩壊 の 危険 が 拡大 する 起 れ が ある 。 竹 の 活用 に つい て は 、 兵庫 県 淡路 県 民 局 
が 資源 化 プ ロジ ェクト を 進め た が 、 目標 設定 に は 至ら な か っ た 。 本 市 で の 温浴 施設 等 に 竹 チッ プ ボ イラ を 導入 
し 、 竹 の 人 資源 化 を 図る こと で 、 放置 竹林 の 拡大 防止 に より 、 獣 害 被害 及び 市 域 の 防災 の 抑制 を 図る 。 


KPI (重要 業績 評価 指標) 


指標 : 竹 チ ッ プ 使用 量 (t) 


現在 Cm 2 年 度 ) 最終 年 度 : 
1.3t 500t 

出典 : あわ じ 竹 資源 エネ ルギー 化 5 か 年 計画 
(暮らし の 質 の 向上 ) 


脱 炭 素 の 取組 に 伴う 地域 課題 の 解決 や 住民 の 暮らし の 質 の 向上 等 と その 効果 


公共 交通 が 脆弱 な 本 市 に お いて 、 世帯 あたり の 自家 用 乗用 車 保有 台数 は 、 全国 平均 より も 高く 、 1 人 が 1 
台 を 保有 する 地域 性 が ある 。 

家庭 等 で 所 有する 複数 台 の うち 、 走行 距離 が 少な い 車 両 を EV 化す る こと で 、 高騰 する ガソリン 代 を 抑制 

し 、 年 間 の 維持 経費 を 削減 する こと が 可能 と な る 。 また 、 淡路 島内 で は 、 大 規模 太陽 光 発 電 の 増加 に 伴い 
系 統 の 制約 が ある た め 、 EV を 需給 調整 に 活用 する こと で 、 交通 イン フラ の 拡充 ・ 運 輸 部 門 の 排出 量 削減 ・ 
太陽 光 発 電 の 出力 抑制 防止 を 同時 に 目指 す 。 


KPI (重要 業績 評価 指標) 


指標 : EV 車両 普及 台数 (E) 


現在 ( 令 和 3 年 3 月 ) 最終 年 度 : 
EV:111 台 PHV: 82 台 EV : 700 & PHV : 700 & 


出典 : 兵庫 県 水 ・ 大 気 課 より 情報 提供 
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3. 実施 スケ ジュ ー ル 


3.1 各 年 度 の 取組 概要 と スケ ジュ ー ル 図 38 淡路 市 作成 


令 和 4 年 度 | 令 和 5 年 度 | 令 和 6 年 度 ($8074 DH 8 年度 
A 国営 明石 海峡 公園 | | | | 


発電 開始 


部 
3 
3 


発電 開始 。 


E 

il 
E 
N 


Q 
M 
* 

«| 
AI 
ke 
N 


Ei 
A 
E 
の 


発電 開始 


iv) 
E 
Ed 
B 
3i 
al 


SEPA | 合意 形成 、 | 発電 開始 
発電 所 5 病棟 追加 検討 設計 > 合意 形成 
竹 ボ イラ 燃焼 実験 ・ ボ テン シャ ル 調 査 ・ 設 計 > 合意 形成 供給 開始 


発電 開始 


熱 供給 開始 


E 
ks 
4 
i 
NT 
X 
= 
> 
4 


R || R 
ETE 
c si 


企業 誘致 ・ 建 築 発電 開始 
企業 誘致 ・ 建 築 設計 


省エネ 開始 


N 
rm 
UJ 


| | 設計 2 合意 形成 発電 開始 
設計 


G 新設 ・ パ ソナ グル ー プ 


3 REA 
発電 開始 
建築 設計 省エネ 開始 


燃焼 実験 -・ ポ テン シャ ル 調 査 ・ 設 計 /—— ^ SENH 供給 開始 


由 
EIER 
EMIEI 
ole 


N 
m 
四 


H 東浦 花 の 湯 
TIN 
I AIE 国 際 高 校 


〕 市 営 南 鵜 崎 団 地 | | 
ヒー ト ボッ ンプ | 合意 形成 TT 
一 た め 池 太陽 光 発 電導 入 事 業 | | 


ニン グ 調 査 ・ 合 意 形 UP ES 発電 開始 ・ 横 展開 


ー EV/V2X 導 入 事業 


EV/V2X 


令 和 4 年 度 | 令 和 5 年 度 | 令 和 6 年 度 、 令 和 7 年 度 令 和 8 年 度 > 
一 戸建て 住宅 太陽 光 発 電導 入 事業 | 
一 農地 ・ 休 耕地 太陽 光 発電 導入 事業 | | 
ソー ニン グ 調 査 合 意 形成 意 形 5 電 開 始 ・ 横 展開 
ー 既存 再 エネ 買取 事業 | | 


PPA モ デル 営業 開始 ・ 随 時 工事 ・ 発 電 開 始 


[  EXMR > ) PORSE FITERE 
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3.2 直近 5 年 間 で 実施 する 具体 的 取組 


【 年 度 別 取組 】 EE 取組 場所 取組 事業 ECZA 
A 国営 明石 海峡 公園 和 
令 駐車 場 活用 方 針 を 決定 
和 
4 
年 
度 
A BIO BU. Tet 
A 
和 
5 
E 
E 
自治 会 等 专 通 U 忆 最 图 合意 形成 后 [< 当 业 专 开 始 L 随 时 施工 
0 誠人 0 お で 和幸 設計 し 最終 合意 形成 
設計 完了 後 最終 合意 形成 を 行い 工事 発注 施工 
竹 ボ イコ は 燃焼 実験 結果 を も と に 熱量 か ら 経 済 性 を 提示 し 合意 形成 
新設 内 容 を すり 合わ せ し 太 陽光 発電 と ZEB 実装 の 事業 異 を 算出 し 
和 合意 形成 後 工 事 発注 、 施 工 
6 
E 
E 
農地 ・ 休 耕地 太陽 光 発 電導 入 | 引 去 续 去 合意 形成 在 进 撑 L 各 案件 随 工事 発注 施工 
既存 再 エネ 買取 引き 続き 買取 営業 を 継続 
太陽 光 発 電 開 始 、 性 ボイラ 工事 発注 、 施 工 
工事 中 
令 発電 開始 
和 
7 
ff 
E 
IECEIT ULITT. 
4 
和 
8 
Éa 
E v 
BEIC ARTAR 


【 6 年 目 以降 の 取組 方針 】 

(株 ) ほ くだ ん に よる 太陽 光 発 電導 入 PPA 事業 、 竹 ボイラ 導入 ESCO 事業 は 20 年 間 に 渡っ て 契約 ・ 価 値 
提供 を 行う スキ ー ム で 計画 し て お り 、 事業 開始 か 5 6 年 目 以降 も 本 取組 に つい て は 継続 され る 。 uS cT 
地域 づく り 事業 後に つい て は 、 本 市 と (株 ) ほ くだ ん と で 市 内 民間 事業 者 へ の 取組 に 注力 し 、 加速 的 な 2030 年 
の 目標 達成 を る 図る 。 こ こ で の 事業 推進 体制 な と は 継続 を 予定 し て お り 、 交付 金 有 無 に か か わら すず 脱 炭 素 化 を 活 
用 し た 地域 課題 解決 の 公益 事業 を 幅広 に 検討 展開 する 予定 で ある 。 
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4. 推进 体制 


4.1 地方 自治 体内 部 の 推進 体制 


(1) 推进 体制 

令 和 3 年 7 月 に 立ち 上 が っ た プロ ジェ クト 体制 で あり 、 (株 ) ほ くだ ん の 取締 役 も 兼務 する 副 市 長 を 
本 部 長 と し て 、 企画 情報 部 まち づく り 政策 課 が 主体 と な っ て いる 。 本 取組 に 必要 な 企業 誘致 、 た め 
池 、 農地 、 民間 連携 、 まち づく り 企 画 の 各 要 素 を 満た す 体 制 で あり 、 脱 炭 素 先行 地域 づく り 事 業 に ふ 
さわ し いも の と 判断 し 本 体制 を 市 庁 内 で の 活動 体 と する 。 


企画 情報 部 企業 誘致 推進 課 


総務 部 管財 課 


市 民生 活 部 生活 環境 課 
未来 都市 事業 推進 担当 産業 振興 部 農林 水産 課 
: 副 市 長 農地 整備 課 


本 部 長 
副本 部 长 : 企画 情報 部 長 
主体 課 : 企画 情報 部 まち づく り 政策 課 


都市 整備 部 都市 計画 課 
図 40 淡路 市 作成 
(2) 進捗 管理 の 実施 体制 ・ 方 針 
【 実 施 方 針 】 
事業 開始 に 際 し 、 本 市 お よび 管理 運営 主体 と な る (株 ) ほ くだ ん は 以下 の 進捗 指標 に 関す る 各 年 度 の 達成 
目標 お よび 目標 達成 に 向け た 取り 組み に つい て 記述 し た アク ショ ンプ ラン を 策定 する 。 
- 市 内 戸建て 住宅 へ の 太陽 光 バ パネ ル 導 入 率 (戸数 ) - 市 内 戸建て 住宅 の エネ ルギー 自給 率 


- 夢 舞 台 エ リア 内 太陽 光 発 電 容 量 お よび 発電 量 - 夢 舞 台 エ リア 内 エネ ルギー 自給 率 
- 内 部 収益 率 


取組 の 進捗 管理 を 目的 と し て 、 各 年 度 末 に 評価 委員 会 を 開催 する 。 評価 委員 会 は 、 ( 公 財 ) 地 球 環境 戦 
略 研究 機関 を 事務 局 と し て 、 兵庫 県 、 淡 路 市 民 、 画 舞台 内 事業 者 、 お よび 学識 経験 者 、 各 1 名 の 評価 委 
員 で 構成 する 。 評価 委員 会 で は 、 アク ショ ンプ ラン の 進捗 に 関し 本 市 お よび (株 ) ほ くだ ん が 報告 を 行い 、 評価 委 
員 は 事業 の 進捗 に 関す る 評価 を 行う と と も に 、 必要 に 応じ て 次 年 度 の 進捗 目標 達成 に 向け た 提言 を 行う 。 

【 最 終 年 度 の 評価 の 実施 方 針 】 

最終 年 度 未 に 開催 され る 評価 委員 会 に お いて 事業 の 最終 評価 を 行う 。 最終 評価 に 際 し て は 、 淡路 市 お よび 
株 式 会 社 ほ くだ ん が アク ショ ンプ ラン 達成 度 に 加え 、 以下 の 項目 に つい て も 報告 を 行う 。 

- 市 内 戸建て 住宅 の 電力 消費 に 伴う CO2 排出 量 - 愛 舞台 エリ ア 内 の 電力 消費 に 伴う CO2 排出 量 

- 事業 実施 前 と 実施 後 の 地域 循 環 経済 指標 の 変化 
評価 委員 は 報告 に 基づく ヒア リン グ を 行い 、 評価 委員 会 と し て 最終 評価 報告 書 を 作成 する 。 

評価 委員 会 (年 度 未 ) 定例 会 議 体 (毎月 第 4 週 に 1 度 の 定例 進捗 確認 ) 


サス ティ ナブ ル ・ パ ー ク 


創造 委員 会 
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4.2 需要 家 、 再 エネ 発電 事業 者 、 企業 、 金 融 機関 等 関係 者 と の 連携 体制 


脱 炭 素 の 各 取 組 に お ける 連携 体制 は 以下 で ある 。 特に 屋根 上 や 駐車 場 へ の 自家 消費 型 、 た め 池 や 農地 、 
戸建て 住宅 へ の 太陽 光 発 電導 入 事業 に お いて は 、 PPA 事業 者 と し て (株 ) ほ くだ ん 、 再 エネ 開発 EPC を 担当 す 
る シン ・ エ ナジ ー( 株 )、 需 要 家 と し て サス ティ ナブ ル ・ パ ー ク 内 全 企業 ・ 淡 路 市 ・ 金 融 機 関 が 所 属す る 創造 委員 会 
と の 間 で 、 令 和 4 年 4 月 に 2030 年 まで の エネ ルギー 起源 CO2 排出 の 実質 ゼロ 達成 を 目的 と する 連携 協定 
を 締結 する 予定 で ある 。 


m 大 陽光 発電 導入 事業 晶 竹 ボ イラ 導入 事業 


电力 需要 家 発電 用 地 地 権 者 
サス ティ イナ 用 ドカ た め 池 ・ 農 地 
创造 委员 会 運営 管理 者 燃焼 灰 提供 

戸 建 住宅 世帯 Misi 


東浦 花 の 湯 
聖 隷 淡路 病院 


ほ く だ ん 


EPC 


m EV/V2X 導 入 事 業 


ユー ザー 
ALT ICD 


AESA 
创造 委员 会 


31737 サビ A 


ほ く だ ん 商社 な ど 


ISP A3 第 両 運用 3 EV 調達 


※「 各 種 金融 機関 」、「 農 協 な ど 」、「 ボ イラ メー カー」、「 供 給 元 」、「 商 社 」 に つい て 、 協議 中 の 事項 を 含む た め 令 
和 5 年 度 以降 公表 予定 


【 脱 談 素 連携 協定 】 
協定 名 : 脱 炭 素 先行 地域 づく り 連 携 協 定 ( 仮 ) 
協定 予定 日 : 令 和 4 年 4 月 、 夢 舞 台 サ ステ ィ ナ ブル ・ パ ー ク 創造 委員 会 会 議 に て 
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協定 者 : 淡路 市 、 夢 舞 台 サ ステ ィ ナ ブル ・ パ ー ク 創造 委員 会 、 (株 ) ほ くだ ん 、 シン ・ エ ナジ ー( 株 ) 

協定 内 容 : 

・2030 年 まで に 電力 需要 の 脱 炭 素 化 実現 に 向け て 取組 を 行う こ 

・ 脱 炭素 先行 地域 内 に 導入 する 設備 や 新設 する 施設 に つい て は 省エネ ルギー の パフォーマンス を 追求 する こと 
新設 する 延べ 床 面積 2,000 以上 の 施設 に つい て は 、 ZEB Ready を 標準 と する こと 

・2050 年 淡路 市 全体 の 脱 大 素 化 に 向け て 情報 発信 等 協力 を 行う こと 


淡路 市 夢 舞 台 サ ステ ィ ナ ブル ・ パ ー ク 創造 委員 会 構成 団体 


※ 令 和 4 年 4 月 に 開催 予 

定 と し て いた 会 議 に つい て 、 関 
係 者 と の スケ ジュ ー ル 調整 に よ 
り 令 和 4 年 6 月 末 開 催 と な 


っ た 。 

今後 連携 協定 を 締結 予定 
で 、 概ね 令 和 5 年 度 以降 に 
公表 予定 。 


43 淡路 市 夢 舞 台 サ ステ ィ ナ ブル ・ パ ー ク 創造 委員 会 
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別紙 1 : 脱 炭 素 先行 地域 地図 ( 夢 舞 台 サ ステ ィ ナ ブル ・ パ ー ク 、 市 営 南 鵜 崎 団地 ) 
別紙 2 : 脱 炭 素 先 行 地域 地図 (東浦 花 の 湯 、AIE 国際 高校) 


詳細 
A 4 
別紙 1 
DIET 
| G | 新設 ・ パ ソナ グル ー プ 
温浴 施設 
I | AE 国際 高校 
J 
[5s 
シー ト 縫 製 第 一 工場 
SMENE IS 
0 | 大 谷 鉄工 所 s 。 | 別紙 1| 


別紙 


別紙 1 


民生 部 门 需要 家 
(0 民生 以 外 需要 家 


別紙 2 


R 
Bi 
m 
H 
K 


別紙 


別紙 3- 1 た め 池 
※ 対 象 と な る た め 池 の 情報 は 、 令 和 4 年 度 で の ゾー ニン グ 調 査 に て 導入 検 


null 


す を 行い 、 水利 者 及び 地権 者 と の 合意 形成 を 図っ た 上 で 令 和 5 年 度 以降 公表 予 


No ID た め 池 名 No ID た め 池 名 No ID た め 池 名 No ID た め 池 名 No ID た め 池 名 No ID た め 池 名 
d = ー 61 = = 121 ー = 181 = ni 241 m ー 301 に 
2 bs = 62 za = 122 = Ex 182 E = 242 E = 302 e 本 
3 = s 63 = = 123 = ー 183 zi = 243 = x 303 = = 
4 e z 64 = = 124 = 184 = 244 x al 304 = = 
5 E 一 65 zx = 125 = Ez 185 fa = 245 一 > 305 = m 
6 ar ES 66 ie E 126 = a 186 5 Sr 246 uz ー 306 iar: = 
7 = e 67 = = 127 = = 187 25 ee 247 = 307 - 
8 = 68 = 128 = ー 188 = = 248 = = 308 = = 
9 ー ES 69 kx = 129 = Sj 189 Las -— 249 m ー 309 n! = 

10 - = 70 =“ 130 = er 190 - 一 250 = 310 cad = 
11 = 7i = = 131 = = 191 = - 251 = - 311 5 E 
12 =æ S 72 = デ 132 = = 192 = = 252 = a 312 a id 
13 an = 73 xd - 133 = ー 193 = 253 = -— 313 — m 
14 ー d 74 ES = 134 = = 194 ー 254 = ー 314 x E 
15 = = 75 = = 135 - = 195 ad = 255 -— = 315 m = 
16 ES - 76 = = 136 — = 196 = E 256 ES = 316 = ad 
17 = z 77 = = 137 = = 197 S 257 a a 317 = 
18 = 78 n = 138 -— Em 198 £z - 258 ー -— 318 e € 
19 x H 79 E > 439 — — 199 や - 259 -— = 319 iani = 

20 Em 5 80 - à 140 = = 200 - = 260 = 320 iaa = 

21 Ex iz 81 E = 141 = = 201 -—- ims 261 P uz 321 s = 

22 ー 过 82 142 ー E 202 ー a 262 E ex 322 m = 

23 us = 83 = 三 143 三 as 203 に =~ 263 = = 323 e — 

24 = 84 = = 144 = v 204 人 = 264 j ご 324 = - 

25 = = 85 = = 145 - = 205 -- = 265 = a 325 m id 

26 d = 86 ES = 146 三 ー 206 E - 266 E -— 326 = -— 

27 s z 87 ー 147 H = 207 ー 267 zx ご 327 = 

28 = = 88 - = 148 = = 208 = = 268 = = 328 - = 

29 = = 89 = = 149 = = 209 一 > 269 = = 329 = = 

30 5 = 90 = = 150 = = 210 = = 270 = = 330 -— x 

31 e e 91 a$ = 151 = = 211 = = 271 = = 331 = = 

32 € E 92 = = 152 = — 212 iri ead 272 = = 332 ER = 

33 = a 93 - zi 153 = = 213 E 273 = d 333 E = 

34 = = 94 = = 154 = 214 —- un 274 A - 334 = = 

35 ー = 95 = ー 155 = = 215 275 = = 335 = 

36 pes = 96 s 三 156 E Eri 216 zi = 276 E -— 336 er) ご 

37 $ = 97 - = 157 = = 217 = N 277 = -— 337 = 天 

38 — zt 98 = =i 158 = 218 = 278 = ー 338 - id 

39 e = 99 = 159 = = 219 £z - 279 = ga 339 r = 

40 is r2 100 E m 160 = = 220 ia = 280 x ー 340 m = 

41 = = 101 - 161 - = 221 zz = 281 = a! 341 fati i 

42 = = 102 = = 162 = ー 222 = 282 = -— 342 = d 

43 = ー 103 = = 163 = = 223 六 283 = ー 343 a = 

44 - = 104 m - 164 = ー 224 £z - 284 am = 344 et = 

45 = 105 = 一 165 = i 225 Z3 - 285 à = 345 = aa 

46 = 106 = x: 166 = = 226 = E 286 jan xd 346 E = 

47 = = 107 = = 167 = = 227 $ ji 287 s d 347 = = 

48 ー - 108 = x 168 = = 228 fan = 288 H i: 348 ak = 

49 H = 109 = e: 169 = Er: 229 Ew = 289 E = 349 E e 

50 x — 110 zm = 170 zz I 230 ica j 290 = = 350 e = 

51 > 111 = = 171 = = 231 = 291 ー 351 s d 

52 e = 112 sas = 172 = ー 232 - = 292 = = 352 S x 

53 Lad ns 113 + = 173 = = 233 ー 293 = ー 353 = 

54 = s 114 e = 174 E Er: 234 = = 294 354 = 

55 = = 115 = = 175 = = 235 = = 295 5 = 355 = d 

56 = ー 116 =í = 176 > = 236 x E 296 m ー 356 ー - 

57 = = 117 = 5 177 5 ES 237 a - 297 = = 357 es x 

58 = = 118 = 一 178 = = 238 = - 298 = ー 358 = =- 

59 a = 119 = ES 179 = = 239 = = 299 = w 359 es = 

60 = E 120 xz — 180 -= = 240 s = 300 = = 360 = = 


ェ ーー 


AE 


別紙 3- 2 た め 池 


※ 対 象 と な る た め 池 の 情報 は 、 令 和 4 年 度 で の ゾー ニン グ 調 査 に て 導入 検 


す を 行い 、 水利 者 及び 地権 者 と の 合意 形成 を 図っ た 上 で 令 和 5 年 度 以降 公表 予 


さら に 具体 的 な 場所 に つい て は 地権 者 と の 合意 形成 後 確定 。 


No ID た め 池 名 No ID た め 池 名 No ID た め 池 名 No ID た め 池 名 No ID た め 池 名 
361 = = 421 = = 481 = = 541 = — 601 = = 
362 = = 422 = = 482 = = 542 = = 602 = = 
363 = = 423 = = 483 = = 543 = = 603 = = 
364 = = 424 = = 484 = = 544 S = 604 = = 
365 - = 425 = -— 485 € ー 545 = = 605 = = 
366 = — 426 = = 486 = ー 546 = = 606 = = 
367 = = 427 = = 487 = = 547 = = 607 = = 
368 = = 428 = = 488 = = 548 = = 608 = = 
369 = = 429 = = 489 = E 549 = d 609 = = 
370 = = 430 E = 490 = ー 550 = = 610 ー = 
371 = = 431 = = 491 = = 551 = = 611 = E 
372 = = 432 一 = 492 = = 552 = = 612 = = 
373 = = 433 = = 493 = = 553 = = 613 = = 
374 = = 434 = = 494 = = 554 = = 614 = = 
375 = = 435 = = 495 = = 555 = 一 615 = = 
376 = = 436 = = 496 = = 556 = = 616 = = 
377 = = 437 = = 497 = ー 557 = = 617 = = 
378 = = 438 = = 498 = = 558 = = 618 = = 
379 = = 439 = = 499 = = 559 = = 619 = = 
380 = E 440 = = 500 = = 560 = = 620 = = 
381 = 3 441 = = 501 = = 561 = = 621 = E 
382 = = 442 = = 502 ES ー 562 m = 622 = = 
383 = = 443 = = 503 = = 563 = = 623 = = 
384 = = 444 = = 504 = = 564 = = 624 = = 
385 = = 445 = = 505 = = 565 = = 625 = = 
386 E = 446 = = 506 = = 566 = = 626 = E 
387 = = 447 = = 507 = = 567 = = 627 = = 
388 = = 448 = = 508 = = 568 = - 628 = = 
389 = = 449 = = 509 = End 569 = = 629 = = 
390 = = 450 一 = 510 = = 570 = = 630 = = 
391 = = 451 = = 511 = = 571 = = 631 = = 
392 - = 452 = = 512 = = 572 s = 632 ー = 
393 = = 453 = = 513 = = 573 = = 

394 = = 454 - = 514 = = 574 = = 

395 = = 455 = = 515 = = 575 = = 

396 = -— 456 = = 516 = = 576 = = 

397 =$ -— 457 = = 517 = = 577 E = 

398 = = 458 = = 518 = = 578 = = 

399 = = 459 = = 519 = = 579 = = 

400 = = 460 = = 520 = = 580 = = 

401 = = 461 = = 521 = = 581 = = 

402 =$ = 462 = = 522 = = 582 = 

403 fan = 463 = = 523 = = 583 = = 

404 = = 464 = = 524 = = 584 = € 

405 = = 465 = = 525 = = 585 = = 

406 = = 466 = = 526 = = 586 = = 

407 = m 467 = = 527 = = 587 = = 

408 = = 468 = = 528 = = 588 = mi 

409 = = 469 = = 529 = = 589 = = 

410 = = 470 = = 530 = = 590 = = 

411 = = 471 = = 531 = = 591 = = 

412 = 472 = = 532 ES = 592 = = 

413 = = 473 = = 533 = ー 593 = = 

414 = = 474 = = 534 = = 594 = = 

415 = = 475 = = 535 = = 595 = = 

416 = = 476 = = 536 = = 596 = = 

417 - C 477 = = 537 = = 597 = = 

418 = = 478 = = 538 = = 598 = = 

419 = = 479 = = 539 = ー 599 = = 

420 = = 480 = -— 540 = = 600 = = 


=] 


AE 


